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私の説明はわず力献かりの刺戟を勢えるeとができ￥・にすぎ

ない。私が示した諸観点な考瓦頓し，個々の場滑に最上の解決を

見出すことは，経済実践に蜜かされた仕琳であ≧鮎1）
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　　　　　　　　　　　　　　　1．はしがき

　　　　　　　　　　　　　　一研究の動機と目的一

　現実の経済社会は，つねに誰しも平和を原頁つてはいるものの，災にめまぐるしい企業

間競争のはげしい世界である。この競争裡にあつて，企業は最大利潤の獲得をめざして，

独占領域の拡大，競争への挑戦のため，祖魔。販売・財務などの諸政策を通し，最適な
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なお，本稿は鍋林株式会社の中村発爽氏，蘇弘氏，菅榊二人氏と劔㎏剛1究の結果であり，獄

人の方々の御協力に鋤ところ極めて大きく，ここに衷心より謝意を爽するものである・
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2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　省　坂　iE　治　　　　　　　　　　　　　　　　　No．50

ストラテジーを駆使しようと活発な経’営活動を続けつつあるものとうかがわれる。

　企業は，周知のように，「ひと」と「かね」と「もの」によつて構威されており，とく

に，そのなかでも，「ひと」と「かね」とは最も重要な経憎要素である。若い将来性の

ある優れた「ひと」を多く雇用し，盈かな流動性ある「かね」を保有していることは，

企業にとつて，他企業と競争しつつ経営活動を行なつていく揚合，殻もイ∫力な「カ」と

なる。

　というのは，今口のような不完全競争（imperfect　conlpetition）もしくは独占lp［勺競争

（monopolistic　eoml）etition）といわれるような市場2）にあつて，企業にとり最も大切な

ことは，新しい製品を創造し開発して，これを生産し，「顧客を創造」3）していくことで

あつて，これの実現は，結局，すぐれた「ひと」と豊かな「かね」によつてはじめて可

能だからである。

　ここに，経営政策にとつて，生産や販売に対する配慮と同時に，労勝政策や財務政策

の重要性が痛感されるのである。

　本稿では，とりあえず，財務政策をとりあげ，資本の運用をいかに適切にするかop　’1’t　i’

画策定のためのi塞礎的作業の一一一Aつである，樹業費計算，なかでも，機能別當業費計卿：

（functional　marl｛eting　cost　calculation）　をヂ了なV、たレ、と思う。

　論理を展開し，計測をすすめていく前に，この機能別當業蟄計算を，われわれが産学

協同で試みようと思いたつた動機と目的を述べておきたいと思う。

　この研究の動機のはじめは，松本市にて主として薬品の卸売業を醤むN株式会社（以

下N社と呼称する）が，売上商が増大しても，他方常業籔がそれに応じて紳びてし謹う

ならば，利益の増加を望めないことの現状認識にあつた。

　このため，N社では，従来，しばしば営業費予算や営業費率という形で，営業費削減
　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　ロ　　リ
の方策を考えてきた。しかし，従来の発生別悩業費計苫｛1：に基づく予鋒では，経贈鋼ll上

にはほとんど効果がないことを経験した。これは，発生別による當業饗の把握方法白体

が，経営管理に活用し難いような本質をもつていることに原因するものとわかつた。
　　　　　　　　　ロ　　　■

　そこで，発生別営業費計算の方式では，いくら長い期關計鱗［しても，管理面への運用

の意義は弱い。されば，営業費が，卸亮業だけに，会社全体の経営活動の型フきを金額的

にあらわしていることに着目して，会社のマーケティング機能に対比させつっ営業費を

把握しうるならば，Kr　・一ケティング活動に使用された費用と，それによつて産出された

成果との対比，すなわち，単位あたり費用の生産性とか効果の測定が可能となると同時

に，営業費削減のための内容的検討も可能となるのではないかとの期待をもつた。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　の　　ロ
　この期待を満たしてくれる営業費計算では，機能別のそれが，N社の活動を鍛も現実

に則して数値化し，これを経営管理・資金計画・予算統制などに役立ちうるに最適なも

ののように思われた。

　もつとも，この場合，一つには実際の日常の経営活動を，どのよう形で，どの程度，

2）宮坂正治r改訂増補。不完全競争企業の販売政策一不完金競争市場と経営政策：第工巻一』森
　山書店，昭．43，pp．20－50．を参照されたい。

3）P．F，　Drucker：The　Practice・Qf　Management．　New　York，1955，　P，29。
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　　　　　　　第1図　機能別営業費訓・算の構造

客観的に数値化できるであろうか。他は，計鑓された数鰍を，いかようにしてN社の方

針に反映させていくか，これを，日常的な活動にどのように役立たせうるかの問題があ

り，これはさらに検討し，研究すべきであろうが，とりあえず，この機能別鴬業費計㌻；i：

を全社一致協力して，試みたものである。

　ともあれ，うえの第1園にあるように，憎業質計算→・’営業至艶分析一テ鴬業費管理のフ“v

セスから，つぎのような効果を期待するものである。

　（1）経鴬管理者に対し，販売活動構造についての新しい詳細な理解と同時｝こ，原価管

理の意識を与える。

　（2）各経営活動のために，いかなる費用が，いかほど発生したかを示す。

　（3）特定の単僚に原価責任を割当て，その業績を測定する。

　（4）種々様々な販売V録必；’の評価や販発活動の能率如何を明らかならしめる。

　（5）会社の基本的な販売骨1’画，その実施のための経営組織の検討や予算編成に役r2t二つ。

　幸い，財務管理の実際に造ll旨の深いN社の巾村秀夫氏，島京弘氏，若林蔵人氏のカ々

とともに，N社を事例として共同研究でき，できるだけ新しい視角と方法によつて，こ
　の　　サ　　　

の機能別営業費計算をなす努力を行なつた恩考過程を，以下拙いながら述べてみたいと

思う。

2．機能別営業費計算と不亮全競争市場

　いまや，製造一企業における贋ミlllli舌卜算を基礎iにした管瑚1会訓‘（control　caccOuntin9）は古

い歴史をもつているが，販売企業の営業費計算を基底において経営管理を方向づける研

究と婁際は緒についたばかりのように思われる。しかし，今後この研究は，現実の経済

社会において不完全競争的様相が深まる1こつれて活発になつていくものと思う。
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　さて，一般に原価（CQst）は，製造企業では，製造原価（manufacttlril19　CQst）と一一一般

笹理費（general　adniinistrative　exlrenses）および1！反売費（se11量ng　cost）とに区二分され，

販売企業では，仕入原価と一般管］i｝i贋および販売費に分類されることは，周知のようで

ある。ここには，當業蛮という概念は入らず，したがつて，これは異なつた視角からの

概念とみるこどができよう。

　’謙業費という概念は，製品を生産するとか，仕入れるとかの嚢川に対応するものとし

て考えられ，製晶に種々の販売のための手段を施して，より多くの販売を行なうとか，

潜在的消費者を顕在化する，いわゆる當業活動（marketi1瑠）するための費用で，英：米詔

でいうマ・P一ケティング・コスト（marke　ting　cost）を乎旨すものと考えてよかろう。したが

つて，これは経営の「活動の場」　（activity　base）からの視角から規定づけられている

ものと理解される。

　ところで，西沢脩氏は，J．　J，　W．二rナt－・’（J，　J．　W，　Neuner）4），　D．　R，1：ング

マン（D．R．　Longman）＝＝M．シフ（M．　Schi旺）5），　R．　B．マイナー（R．　B．　Min“r）6）

およびT．ラング（T．Lang）・．．　W．　B．マックファランド（W．　B．　McFarlan（1）瓢Mシ

フ（M．SchifE）7）などの述べた鴬業獲の定義に関する需者説を参労にして，「営業籔とは，

製造企業においては，製品が製遊されて倉庫に保管された時，象た賑売企業においては

商品を仕入れたIRSdt．から，製品または商品が販売され現金として圓収される憲でに発盈す

るすべての原価である。」と規定されている。8）

　これに対し，R．B，マイナーは，「営業費という用語は，広狭二義の意義をもつてい

る。狭義においては，この用語は販売管理者の管理下にある費用一つまり販売嚢に限箆

される。広義においては，僧業費は製品が製造された時（商企業にあつては仕入の時）

から製品が消費者の手に波る窪でのすべての活動に付帯する原価を念む。」9）と述べてい

る。

　たしかに，日本語では，’滋業費という用語は，その語感から簡単に「製鹸を直援販亮

するに要する費用」のみという印象が強い。しかしながら，英米語のマ・・一ケティンク㌔

コスト（marketing　cost）という語源からい身．ば，もう少し厳密に考え，酉沢脩氏やR，

M，マイナーの規定されるような定義の仕方が毅適のように思われる。

　そこで，本稿でも，西沢脩氏をはじめとする内外の研究者の諸説を参考にして，広狭

二義に考えず，「営業費とは，製品が販売されうる状態におかれた以後，それが消費者

の手に渡つて現金化されるまでの活動のプロセスにおいて発生するすべての喪用」をさ

すものと規定しておきたい。

4）　」．J．　Neuner：Cost　Accounting．；Principles　alld　Practice．　Chicago，1949，　PP，592・㈱2

5）D。R，　Longman　and　M．　Schiff：Practical　Distribution　Cost　Analysis．　HQmewood　Ul，，

　1955，　p．69．

6）R．B．　Miner：Distribution　Costs．（R．　Wixon　ed，：Accountants’Handbook，　New
　York，1956，　Section　9，　pp、1－55，＞

7）T，Lang，’W．　B，　McFarland　and　M．　Schiff：Cost　Accounting。　New　York，1953，
　P．498．

8）　西沢脩：『営業費管J里会言卜』　ダイヤモこ／ド社，昭．41，p．11．

9）R．B．　Miner：ibid．，　p．　g1．

　西沢脩『前掲書』P．11・
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　　い京，上述のよう力只営業費の概念のうえにたつて，原価を発生的に分ヨUiiすると，っぎ

　のような費日が階えられる。まず，取締役覗査役その他の役員に対する給与があり，

　ついで一般管理および販売業務に従事する従業員の給料賃金。1’lr与写当。福利費・方良致

　。交通費。交際費，さらには，一般窄，JIII用および販莞：｝11：務川の土地・処物などの賃借料

　。損11：保険料・修繕費・減価償却費，また，租税公課。製品の保管費・運送費。広弓賠：

　伝蟹。委託販亮などの販売手数料，最後に雑獅として介庫荷役費・物品lli己選費。営1粟！ll

　務に関係する一一一一般管理嚢などが，’yえられ・る。

　　　　　　　　　　　サ　　e　　ゆ　　e　　の
　　しかし，このような発孟k形態別の憎鱗鷺費計算でもつての“｝竃か叢費が，果たして今口のマ

　ーケティソグ・：・1ストとしての意騰な十分貫徹しうるであろうか。

　　周知のように，現実の複雑多岐な市場にてマーケティソグすゐ場合，最も困難とする

　ものは，F，　H．ナイト（F．　H．　Knight）ユ0）のいわゆる危険（risk）べ・不確測生（umeclrtclillty）

　の存准することであると岡1【与に，多くの岡種の強力な競争諸；口手や，新しさを欲す峯〕謝翼

　者に対し，つねに製品開発のための技術【「｛新（iMlov（LtiOII）を行なわえ只ければ賑らない

　ことである。しかも，企業はつねに，経済祉会に対す協不完全欺知1｛1麗しかもたない場

　合が多いけれども，できゐだけの努力を脊なつて，競争相手の行動を∫」L越したり，需要

　者の欲求を充たしたり，あるいはその欲叢1に見合う創造を行なうために，mpi　ltの戦略

　（strategy）を行なわなければならない。

　　しかも，競華相乎に打ち勝つたり，需要者の創造をなすためのストラテジー一の探索の

　ためには，その塾礎となる賢料の作成が必要となる。いかなるよきストラテジ・…tすば

　らしいアイディアといえども，その基底に強圃な科学自疋」根拠のあ15デr－・　ltが存在してい

　なければ，最後家で田信をもつて，そのストラテジr・一　E）アイディアの効果を十分発揮す

　ることはできなかろう。このような要求にこたえるデータの一・つが，本稿で試みようと

　する機能別？’業費計騨の結果である。

　　さて，悦業費計算の種類には，大別して周知のように三つある。はじめは，発生別営

　業費計算（natura1　marketihg　cost　calculation）であつて，これは，営業費項日の性貿男ll

　または支出の目的別に発生したものを財務諦表に記録し外部に発表している鱗業費の計

　算を行なうもので，通常財務会計では，一般窪理費および販売肇艶と称されるものの計算

　である。つぎには，適月］別’ロ業費計算（Segment　maτketin麟COSt　CalCulation）であつて，

　憎業活動の適用形態または業務区分の種類を蓑lll準として計算を行なうものであるe最後

　は，ここで取り扱うところの機能別鴬業費計写；1二であつて，これは，実施すべき’1’粟機能

’　または営業機能群別に，鴬業蛮を計畷i：するものである。

　　これら三つの蝋業費計算のうち，いずれが今後の不完金競争市場での「製品の分化」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　｝　　ロ　　e　　．　　り　　．　　ロ　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　H
　（differentiation　of　product）に対応して，いかに，統しいマーケティングを行癒うかの

　方策の探索と，その計画，さらには資金計画の策建，予算統制などの経営管理に用いる

10）　F。H。　Knight：Risk，　Unceτtainty　and　Profit．130stQn　and　New　Yorl～　1957，　pp．197

　～232．

　宮坂正治『改訂増補・不完全競争企業の販莞政策一不完全競争市場と経當政策：第1巻一』森山
　誕事1苫，　1昭．43，　pp．120～121．参1照o
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には，いずれが適切であるかを考えてみよう。

　まず，発生別営業費計算の効用を考えると，これは，財務諦爽の作誠に役立つととも

に，営業費そのものの管理には大きな価値を有する。換需すれば，過必の一：事業年度分

もしくは一計画期間の計鱗〔を行なうと，損益計算轡に記載すべき一一・般管理費および販売

費のデータが得られたり，鴬業費管理計Pkiの策定のための基礎賢料が得ら牙もる。

　しかしながら・われわれが，ここに営業費分析凌行なう口的は，不完全競争市場での

鎌灘i：接マーケティング観にすに役立たせることである。たしかに，財務言撚作∫戊や

営羅そのものの管理かよ，直接ある瞳瑚1妾にマーケ西ングを1腿するの｝こ大きな役

　糖果たすものと思籾・るが，マーケテ・ングにおける経営活動そ綱琳にli骸徽つ

とは必ずしもいいえない。いま，J。　B．ヘッカ・一・1・（J．　B．1“lecl〈ctrrt）瓢R，　B，マでV－　一一（R，

B・Miner）の発生別営業費分析の川途とその限界について述べていta，ところ花うかがう

と，やはり・販売および一般管理の面において，その活動機能そのものに糊題点なもつ

た場合の解決策には，この発生別営業費訓』算はほとんど効川がないと断竃している。す

なわち，つぎのようである。

発生別営業費分析は，「営，緻管環のための一ll贈な情報を提伽一る．たと燃，旅

費を独立の勘定で記録する場含には，前期の鰍と」徽したり，捌勲1にたいする1榔

を求めることが可能となり，この比1脚比率からそれらが興i㌃なときは，欠陥嚇する

ことが明らかとなる。しかしながら，このような賢料からは，販売員の白動晦を運ll賦す

るに要するマイルあたりの費用が超過しているとか，実際または予建亮上il・liからして旅

費さえも補償できないような顧客に多くの訪問を行なつているという事実は知ることが

できない。また，発生別分析を行なうと，売上高にたいする広告費の比率を算錠三するこ

とが可能となるが，この比率が超過する場合でも，満足すべき効果をえるためになんら

かの修正を加えるべきか否かまでは明らかにすることができない。

　要するに，発生別分析は，特定営業活動の能率を判定するとか，どんな地城を対象と

するか・どんな製品を販売するか，どんな販売方法を使用すべきかという問題が存しな

い場合にしか役だたない。」11）

　ところで，適用別鴬業費計参li：では，いかような用途とその限界が存するであろうか。

いま・マーケティング活動を業務区分すると，製品・販売地域・顧客・販ラ鰹路磁文

規模・販売員・配給活動などに分1ナられ，これらについての費用の講証を行なうのが周

知の適用別営業費計算である。これは，それぞれの業務区分ごとに，こうした営業費と

利益を算定したり，これらの算定結果を実施可能な代替酌方法にてらして調査したりし

て，業務区分ごとの費用標準（cost　standards）を設定して営業費を統制したり，販売努

力を最も有利な場所にむけるという方針を設定したり，そのための諸々の経営計爾を策

定する基礎を与・えることとなる。

　しかし，この適用別営業費分析といえども，マーケティング活動のそれぞれの機能的

な部門において，その活動自体がどのような能率であつて，それに見合う費用が果たし

1講轟翻謝・B・Mine「：Dist「ibut量・・C・s…N・w　Y・r・・1957・・…



No．50　　　　　　　　　　　　　　不完金競くfi・市場と財務1改策　　　　　　　　　　　　　　　　　7

て合理性をもつや否やの判定は不可能であろう。

　ところが，最後の機能別営業費の計算→分析の効用は，西沢脩氏も述べているように，

販売活動を機能別に分類してその営業襲をみると，一・つには「圃一の基準で配賦しうる

卿iをそれぞ牙喋計り一ることによつて諜駆分別・源徽獺三することが容易にな

る．この場合には，提供した月1役を測定しうる，あ翻i髄見いだして，当註亥機能活動

単位を製品や地域やそ・地の業駆分に関係づ1ナることも諒ノ踏易になる・」12’とレ

他のりはrl固・の機能a．）噺謄知ることによつて・経営鞭賭は・1酬雛を代榊勺

オ武営業方法で遂行する1こ要する原価を調査したり，ときとしては，その機能な完金に懸

行すべきか否か徹決宛することが可能となる。」13）のである。

　マーケティソグで最も火明なことは，品盟のよい製品な安く迅速に消窪1乏者に賊莞する

ことである。そのためには，販売活動の一晶つ一・つに能率なたカ・めドー・単位あた1）製品の

費川を低下させることで繍．撒は「ひと」といわ悩カミ，とくに販売活動酬1’鵬

セールスマソの働き如何である。

　さらには，不完全灘肺∫雛あつては，ぢ蜻蹴ノ忙の働貼が矧1り喝る陽」であ

るだけに，それぞれの企・業は，いか泌鯉噸1或・・ソ荊に㍗ケティソグ瀞腱重点1’1勺

に指向するかが重要となる。こうした販売政策を行なうデP・タあるいは戦略1’1勺丁』殴とし

て，以上述べたことから明白なように，機能的憎業費副’算に大きく期待するものである。

　さて，それでは，機能的営業費計箏1：を行なうには，どのような方法によつてなしたか

を，われわれの新しく考えた形を，つぎに，節をあらためで述べてみたいと思う。

3．機能別営業費計算の方針と方式

　マーケティソグの核心は「ひと」の活動にある。この「ひと」の経営活動を主体をし

て経営管理をしていつてこそ，－9“・N一ケティングの成果は最大となる。

　このような「ひと」の活動を「かね」，すなわち「費用」（cost）によつて表現し，この

費用から「ひと」の活動を働きやつ一く，剣駄く慧欲をもつて活動し・金制二こぞつて能

率を高め，その結果，賃金と利潤は上昇し，その反面販売価格は低減するeいわゆる

「高能蔀驕高賃金＝高利潤瓢低価格」という理念を，察際的な，規fk・ilしやすい「かね」

によつて実行しようとする第一段階が，本稿でとりあげた機能別営業費割堺：である。

すでに発生別営業費や適J－1捌営業費をとりあげての計算→分析→靱は，早くから・

かなり多くの企業で行なわれているようであるが，ここでとりあげた機能別當業費計算

は，い玄だ少ないと思われ，おそらく，金社’協カー致の休制をとつて，この計算を行な

つたという事例は，募聞のためか，まつたく知らない。したがつて，計雛方式について

は，多くの問題点を残してはいるカミ，それは謡桁錯誤（t・i・1　and・…r）l／i勺につねに修

正し，完全なものにしていくよう，今後努力していきたい。完全な緻密な計算方式を蕪

礎にした機能別営業費計算であつてこそはじめて，その計算結果が分析→磁；理に適格な

12）　四沢il箭『商f∫｛局餐串』p。437。

13）西沢脩『前掲轡』P．437，
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応用ができるものと思われ，儒用の大きなものとなるといえよう。

　（1）研究対象：N社

　ここで研究対銀としたN社は，提野県松本市中央3丁日に位概し，調査時α）昭和40年

は資本金4千万rq，従業員300人，売上高年間32¢懸「i’1の株武会社で，その経営糸【L織は第

2図のとおりである。

　創業の人は，松木藩の御用鋳物師として，当時「鍋鷹」という倍1勢癒もつた島林蔵氏

であつた。明治24年，この島林蔵氏が葉種の釦｝11売業兼小売粟を創設し，それを明治35年

島孝鋭郎氏が跡をつぎ，ついで，昭和3年現社長，ll‘レ幸太郎氏が代とな1），昭和23年法人

組織に改め，今旧にいたり，ここに昭和42年にレ；琢f木金6千万円，従、粟員450人，売L

高年i昌】45億円とオ£つた。卸売業の対象となる’営業品llも多方而1こわたり，1督干をあ彫デる

と，無機化学葉品。有1幾化単薬品・鍬料1巌i茄剤゜試薬゜理否ミレ’y鼎｝械’計｝lll器゜食晶添加

物・飼料添加物・包装贅材・コソクリewト付加剤・水処コ：lll装置機器ならびに葉品。公害

防一rl．i剤ならびに設｛｝1旨・電熱製品・非鉄金1嵩類，医薬品・際療晶・穿L製品・診断用誠♪1鄭

農業用薬剤および農業資材。カメラ。写劇；オ斜・レソトゲンフィルム簿であ芝5。

　N社は，つねに経営技術の革新と「ひと」の和に力を入れ，新しい創意工火の成果脂，

全祉一致してその実行に努めるバイタリティをもつ企業であり，この’断業費計算もそα）

一つといえようし，現在礪子計鱗i：機を経営笛理のなかに沸入して，成長の顕薪な会社で

ある。

　（2）研究対象年度（暦年）：昭和40年

　昭和40年といえば，最近の禦気動向からいつて，一一・・般に不況の年であつた。N社もそ

の例にもれず，売上筒は若干伸長はしたけれども，利潤の而からすると楽観を許さない

年であつた。こうした不況期を突破し，飛躍的な発展を遂げるべく，この機能別醤業費

の計算→・分析→・管理が考軸えられ，実施するにいたつた。

　（3）研究態度：計算の原則

　この機能別鴬業費計算は，一つには憎業濡動を機能ごとに調査し，それの費用慶後述

するような機能別科目に配賦したり，他の一一“Pはすでに護己帳してある発生別科目を機肯巨

別科目に配賦して行なうのであるが，この剤佛には，つぎのような諸原則にしたがつて

処理しこいくこととする。

1．経済性の原則および重要性の原則

　経営活動そのものの調査結果と，すでに作成してある発生別科目を機能別科日に配1賦

するさい，どの程度の精密度をもつて行なつていつたならばよいかを考えていく場禽の

原則である。

　詳細にわたつて区分することが，理論的には可能であつても，それを実際に匿分する

とき，多くの時間を要し，集計作業が複雑になつてしまう場合には，とくに，この経済

性の原則と，機能別計算一ヒ最も重要と思われるもののみとりあげるという璽要性の原則

にそつて処理するのであるo

　たとえば，通儒費を考えてみると，市外電話については，市外置話印込票によつて部

門別機能別区分ができる。しかし，市内電話については，現在の寮寝では交換台による’
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自動繍であるから，この区分th・Sほとんどで紘い・したがつて，こ牙東ついては・金

社あるいは営業所戦の万鵬謀の搬として処胴備るという方灘，これらα源∫lllにし

たがうという意味から便宜i杓にJ：Nいていくがごとくである。

また，聞燃費を齎旨別に区分す翻合，仕入べ疫注の支払のための活動をして駄

とき，これを後述す磯働ll・一ド・ナソ’ミー（fUllCti・m・l　c・r・1　nun）ber）によつて表わ

すには，やはりこれらの1↓ll照こしたがつて一1暇の三iこ口的樹こつて・’・　一一一ドサン’い

を記入する。

2．　望亡用収盆丘対1芯6！）原貝U

　N社では，売上については発生繭三義をとつて記帳すゐが，出金については現金：1三義を

とつている。そして損益1汁算では1ずil－一期隅1の売上と殿lllと鷺対1芯さ・仕て芳え都。

現細三義では，会祉か1｝覗金が出されてはじ～肛鰯胎帳崎己帳されるため・鞭1抑

ときと，1劇冊1勺ズレ（tirne　lag）が生ずる。したがつて，川金す餐）費川についてもできる

だけ発生主義を遊めていき，費川収益対応の源則にそうよう｝こ処蝋していく。

　（4）研究方式：二つの方武

営撒はi繍が仕入さオ・販売されて，その代金が1轍され練での一一・　ti」1　a）1働湘；び

それに付帯する費川であることは，前述のとおりである。したがつてつぎのよう賑鵬つ

の方武なとつた。

　まずもつて，会社の機能別活動にそつて噺業経磯癒とらえることが必要となる。この

ためには，N社にて働く人々の個々の活動を，　N祉で分類した機能別部門に配賦する竹：

業をしなければならない。その営業活動を質的に，？舌動内容を分析すると岡時に，盤的

に活動それ自休をみるために時間調査（time　research）を行なわなければならない。

　他の一つは，発生別科旧と機能男lj科閏との関係を考え，発生別科隅にて霊己載されてい

て費用を，営業嗣，そ羅1休の調査結果と劇謝狂網紐をあわせ雛て・機倉琶別網

に配賦する方式である。

　（5）部門分割：音il門分類とその主要内容

　機能別鴬業費を各部1円に配賦するにさいして分割した部門は，二つの段階になる。

　第1瞭計の耀粉割。ま適椥鵬蛎牒といぐのN社の琳的機能鴫1勅’ら行
なつた．すなわち，N社の瀦活ilVJの当躰的機能は，（1）1」：入，②保管，（3）厩泓（4）配送，

（5）回収，（6）支払，（7）返品，（8）得意先に対する値引，（9）一般管理の9機能であるため，最

初の営業費計算はこの機能別部門に配賦する作業であつた。

　第2回集計の部門分割は，第1回集計の方式上の問題の提起とその反省から，変更す

ることとなつた。その間題と反省はっぎのような事柄であるが，結局，機能別當業墾疑の

計算の基礎調査と，計算結果を経常管理へ1薗用したいという意図うえからのものである。

　　しかし，第1回集計の部門分割も，早急に何の圏的なしに行なつたのではなく，むし

ろ忠実に，詳細に，前述の研究のための諸原則にしたがうよう心掛けて部門分割したe

しかし，われわれはつねに問題意識をもち，前の業績を反省して，つぎへ前進すること

は極めてマーケティソグ活動にとつて必要なことと思う。

　　さて，その第1回集計方式の問題と反省ならびに，新しい部門分割の内容1ま，つぎの
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とおりである。

　（A）昭和40年7月分と11月分の月別集計を行なつてみて，当初予宛していた力法によ

る集計の仕：方では，かなりの時間を要することがわかつた。すなわちこの計算にかかり

きりで1カ月分を集計するのに2人で2口要する。さらにそれによつて分析をし報告－；ll：

ができるまでには2人で3～4日要してしまいそうである。タイミングからいつてこれ

でよいか。

　（B）集計のために1嘲瑚を要するのは隠1’算の仕組」がこゐ．入つているためであるc，時

間調査による1人あたりの機能別時間lllll介をf固々人に配llli℃して（粟じて）いくのである

から大変な作業である。これを課単位に衷とめて処∫lllするとしても，かなりTil「倒取も0，）

である。組織のi変更があつた場合には当然各人の機能にも変化をd三ずるのであるか1ト，

実績准つかむことは非常にむずかしいこととなる。しかも，この配賦割合翫梁じ蹴くて

はならないの醐蝋多！セ，給料社会榔餅・1・，厚生費などであり，これらの額は繍1撒費

に占める割合が47％｝こも達しているため，企体の鴬業費の機能別構成を火きくノ1三省す昂

ということができる。したがつて，これらはか獄りの精度が必要とされ為。しかし，そ

れには7月の調査結果から出さオ’vた配賦割合についての疑隅が残る。＊

　　　＊　（1）　機能別計算についての趣旨の不徹底からくる調査票記入上のミスが多いn

　　　　（ii）　調査内容が十分にゆきわたっていなかったかと思われる（後ll談）。

　（O）機能が9つに分類されたが，これを部凹との関係でみようとする場合にはこれ家

での分類の仕方では腰昧な点が残る。

　（D）日常的管理の方1去としての予婿i：統制凌媒入する場合に，予算化に困難な機能があ

る。たとえば，「値引」（対得意先）を考えてみると，値引活動で経費としてあらわれて
　　　　り　　り　　　
くるのは人件費（給料，祉会保険料，厚生費等）がほとんどであゐ。この人件望1は値引

活動をした時間の割合が時1翔調査によつて出され，これによつて金額に換算されてくる

のである。しかしこのようなものについて，Aという人（i，“s「IPJ）に対して売上ないし利

益の何％分の金額を値引活動の経費として予錦：化してくれるように要請されても，窪つ

たく困つてしまう。　「返品」活動についても同様のことがいえる。

　このことは，値引活動ばかりでなく，他の8つの機能全音llについても同様にして，人

件費に関しては別扱いにした方がよいのではないか。N社の利益計画も，人件費（その

うちの給料）はその他の経費と切りはなして別個に計算されている事情にある。

　働　加うるに，人件費等時閥調査による配賦割合の趨用の期開と仕方についてつぎの

ような疑問が起こつてきた。

　（i）新しい人逮が入つてきたならば，その人達の分はどうするのか。

　（ii）　7月の配賦割舎を，これから何カ月かにわたつて用いるとすれば，絶対額は変

　　つても割合は変らないのであるから，とくに実績をつかむことはできないのではな

　　いか。

　これらの点については，とくに，幾度となくわれわれ4人は討論しあつたが，十分理

解できない点を残しているし，窪た一方では，機能別嵐業費計算の第一歩を踏み出そう

としている現在，微に入り，細にわたつて，精確度を高めようと考えるよりも，このよ
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うな考え方を1日も早く会祉全休に普及させていくことが先決であるように考えられ

る。精確度については，今後引続いて研究することとし，今の段階では，まず第一歩を

ふみ出すことに努力を傾注しなければならない。それは，内容的にも皆に四1解しやすい

ものである必要がある。そのためには，現在予算化の段階でこの機能別営業費の）劃11に

ついて難行している点をも再認識して，そこから脱皮することが必要である。

　以上のように，当初の進め方にしたがつて実績の集計をしてきた過程で色々ズよ問題が

でてきた。その段階では検討を十分しつつ進めてきたのであるが，実際には，予期しな

い闘題にぶつかり，そのためもあつて再検討を除すべく，窺施髪一・期のばすこととなつ

たのであつた。そこで，検討の結果，葉計上の技法として新しい機能別分獺』方法慶採川

することとしたので，これをつぎに新しく変莫したll擁中心として解lll乱しつつ，その瑚

分類の内容を説明しよう。

　卸売業（wholesale）とL．tてのN社の，lli木li勺機宵｛雪は，出発当初から一11£して9つの機能

（仕入，保管，受注，配送，1川更，皮払，返品，櫨引お・kび一般管理）であるとの考えは

かえていない。今後もそうである。しかし，この分類方法をその霞慣月1い鵜とゼ集計［r．

前述のとおり，震にとらえにくい画をもつてい御こめ，何らか朔訣が｛腰厭つた・

　つまり，調査はか賑り細部にわたつてなされたし，廠た集計単偉（機能別分類）も極

めて細かく分割されていたaこれは，分類な細かくしておけば問題」1，軋が指摘されたとき，

即座にその箇所を組部にわたつて検討できるということに根拠があつたoしかし，反預1，

そのために口常的には1洋細に必要のない機能霰で細分化して集計しなくてはならず，集

計上の手闘をかける結果となるo

　そこで，つぎのような労え方を導入す嶺こととした。すなわち，経費台li肛ミへの言己録は

細部にわたつて従来通りの中分類をもつて記帳な待なうが，集計は，もつと火玄かな分

類によつて行なうこととし，問題の指摘された償i所について，いつでも細部の資料が9

つの基本磯能にそつて出される態勢をとつておく。嶺た，「日常的集計」と「必要に応

じたスポヅト的集計」との二’本建力式をとるとすれば，この集計上の問題はほとんど解

決されてしまう。さらに，経費台帳への記帳は，従来の中分類を川いて行なうこととす

る（実際には昭和39年11月より台帳へはコ　P・ド・ナソバーを使つて記帳されており，狙

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　e　　り　　’　　e当者笠原（紀）氏は何ら普痛を感じていない）が，集計上は，つぎの第1爽の分類方式

によつて行なうこととした。

　この「集計上の分類」の特徴はつぎのようである。

　㈲　問題髪ぼかされない程度に，大まかにつかめる。

　⑧　発生形態別科目から機能別科同への配賦が，非常に簡単で皆に理解されやすく，

また集計も慣れれば，1人半同位でできる。このように配賦を簡単にするためには，現

在辞令として与えている各人の職務を・一層明確にし，かつ呉休的にする必要がある。

　◎　予算の編成にさいして，非常にわかり易い。（経費予算は，発生別に作成するが，

部課責任者には，まず機能別に枠を設定してその枠内で発生別に細み換えていただく。）

　（D）部門と機能との関係がはつきりする。第1褒のごとく，鴬業甜1は仕入，洗文獲手響・

を主体とし，商品部は注文履行，管理部は一般管理および一一一部漏三文履行に関係する。

　⑯　ここでは返品，値引はとり除かれている。これは経費的にはとらえにくいことに

もよるが，さらにこれについては，それぞれ別の方式による方が管理の力法としては布

効であろうと思われるからである。現在でも返品率，値引額が出されているが，これを
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管理的に活用するのが効果的ではないかと思われる。

　欠点としては，この方法によると，「9つの機能」がひとめで出てこないということ

である。それを知るためには，配賦を必要とする科日については時1欄制査を必要とし，

他の科1茎1については経蟄台帳のコードeナンバt－一・にしたがつて集計するという方法をと

ることになる。しかし，これは，スポット的，－li釦勺処理で足りる。現段階では，社員

がどのような活動を行なつているかの現状をつかむことも大切であり，それがどのよう

になつていたかは7月の調査結果からぼぽ明らかでああ。このことの詳細は後述したい。

　このような欠陥に対して，いまN社としてどのように具休的に，職務を与え為かむ考

えなければならない。何等かの根本灼な人置ll：的対誓避が必要かと思われる。

　新しい分類法によつて第2回旧の集計を行渚にうと同1貯に，盗課の効率をあらわ」」湘もの

として各費目別売上商対」比をも示した。しかし，その他に圓収1，謝｛，配送距離，il鴨滋単

位金額等も考えられるが，これについては闘下検討11・1であり，その他，諸種の経営管躁

のうえに必要なことは，今後種々の視角から計測していきたいm
　　　　　　　e　　り　　り　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　e　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，，　，，

　なお，従来の記帳上の9つの機能別分類と新しい集計上の5つの分類～二の関係鷺図示

すると，つぎの第3図のようになる。

　さて，機能別分類の集計上の分類は，再検討の結果，つぎに列挙す為ごとくであ》つて，

その細分類は第1表のとおりである。

　1．仕入費（検収，買掛，支払を含む）

　2．　注文獲得難（主としで醤業部の活動にかかる費用）

調礁記帳」二の分類　　　　築1汁上の分類

①f，1：入　　　　　仕入（検収・1刻liを含める〉

②　保管

③　受注層　　　　　　　　　注文穫得　（営叢部主休）

④　配送

⑤　圓収　　　　　　　　　　　注文履行　（商，i’1，部主体）

⑥　支払

⑦　返胃1　　　　　　　　　　　・一一般瞥理　（管増1部三i三体）

⑧　イ【娚1

⑨　　・一一・般管理　　　　　　　　　　　　場所

　　　　　　　　　　第3図　調査記帳上と集計上の分獺との関連

〔備考〕　（呈）返品および値弓1は別に坂り扱う。経費的には金額として酸とんどあらわれて

　　　　　こない。
　　　（ii）　上記の関係からつぎのことがわかる。

　　　　（a）一般管理は，部門毎に各機能のなかに含められたこと。

　　　　（b）回収機能が，－lz　一一ルスマソ分，経理処分，財務分と三木立てになっていること。

　　　　（O）その他の機能は，新しい集計上の分類では再分類（大分獺）化されたこと。
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第1表　機能別鴬業費仕訳

（1）仕入費 ：商品の仕入活動に伴う経費および支払に伴う経費を含む

①　発生別に｝水引取1三…1一

②検収係の費用G酬認1も旅費，事務月1品，Pli生星黛，社会保険料，

　給料，雑費）

③経還買洲支払係の星唾川（通信費，旅費，夏lll猫用品，交際費，楓翼1

　者の膿益費，社会保険1㌔給料，印刷費，擁費）

ω　灘　文　獲　得　費

　④販　　売　　費

：主として営業部の販売活動（受佐k活動）に伴う経費

：セールス活動に付随する費用であり，受注係費もこオしに含む

　（課担当分費川は部門管理費とする）

（a）｛t・一”ルス人件費

（b）受　注　係　費

（o）車　　輔　　費

セ幽ルスマンの瞑生費，社会lli験料，給料

①　受油係の原生殿，祉会保険耳1も給料

②事筋月コ品（畳淀累≦X」，1）

③通儒費

①　セールス東輔費

②　互li輔滅価償ゴlil費（匹1動車税駁にli潮蝦に含める）

（〔D　旅　　　　　　費 ①セールスマンの旅費のみ（ルートマン・ダイヤマソの旅費は配1詮

　畳とする）

（e）そ　　の　　他 ①　一tr　・一ルスマソカバソ儂繕費

②　セールスマソ通儒費

③　事矛芳川品

④乎数料（信用調査等）

⑤印刷費（欄刺代は1除く）

⑥　雑費（セー一ルスーvソ分）

＠　販　弛　促　進　費：受減i活動を積極的に推進さ・αるための費用

　　　　　　　　　　　①　宣伝広告費

　　　　　　　　　　　②　諸会費

　　　　　　　　　　　③　新聞図嶺：費（嘗蓄業部のみ）

　　　　　　　　　　　④　欝附金（醤叢部のみ）

　　　　　　　　　　　⑤　交際費（営業部のみ）

　　　　　　　　　　　⑥　印刷費（名刺代の・み）

　　　　　　　　　　　⑦　特売鍛品費

　　　　　　　　　　　⑧会識費（憎業部のみ）

　　　　　　　　　　　⑨　販売促進担当者の1享生費，祉会保険料雪給料

⑳　部　門　事　務　費 ：営業活動を行なっていくうえで必要な部門事務に要する蟹1｝1

①　部門事務の事務用1冊

②印刷費
③事務担当者の厚盤費，社会保険料，給料

②部　門　管　理　費 ：部門全休の活動がr『滑に行なわれるように計画し，組織し，統括すゐ

という管理に要する費用（課担当分を含む）



16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宮　坂　正　治　　　　　　　　　　　　　　　　　　No．50

㈹注文履行費
④　配　送　準　備　費

（a）カーデツクス蟄

（b〕　タ　　イ　　プ　　費

（o）倉　　　庫　　　費

⑭配　　送　　毅

（a）ダイヤ酉己送費14）

（b）　　ノレF一　ト酉己テ差墾墾15）

①　部門管現用車i隔弘1垂

②　部門管理の旅籔（コーlf・ナこ／バーにより各機能にふりわけ鵜）

③手数料（会社備え付けllll酪i茂・J反立料鶴｛）

④　部門管理者の厚生費，社会保険耳1：1，給料

⑤　租税公課（収入印紙代，その他は一ll堂管理’凝とすゐ）

⑥修繕費（会計機，タイプ補修用）

⑦　部門単位の会議費

⑧瓢費（セールスマン分でない部門の条1腹費）

：愈庫配送業務に付帯する費用

；受注票がカーデツクスへまわった時点から商品が倉庫から出されるま

での活動に要する費用

③カーデツクス通儒猟

②方罎
③　事務用品

④　カ…デツクス担当者の1享生費，率i：会保険料，給料

①タイプ通儒畳

②旅贅
③　築務用品

④　カーデツクス担当者の1膨k費，社会保険幣1，給料

：保管。颯揃。検品・1茎分け蜜内整備の活動に要bj巳筍費用

①　萄造包装費

②　倉庫逼1儒費

③旅蟄
④交際澱
⑥　倉庫担当者の厚樵費，祉会保険1斗，給料

：取り揃えられた商品を得意先へ配送するととに要すゐ費月」

①　車輔緻

②　ダイヤマンの厚生翌量，社会保険料，給料

③　車輔減価償去［］費

①劇i雨費

②ルートマソの厘生呈匙社会保険料，給料

③ルートマンの旅難（日当）

④　車1㈱減価償却費

14）　ダイヤ配送とは，N社が昭利35年から，顧客側の待ち時1｝IIの心理lp【勺負担を軽減したいという動

　機から，開始したシステムである。これは顯客側とN社との約束のうえで｝受注から取揃および
　醜達までを時間割に組み，その時間劇〔これ〕をダイヤグラム（diagrani）という〕によ・・／）て醗送活動

　をする方法である。最近は，受淀活動全衆をもあわせ行なうようになった。この配送方法は，外

　国にはすでにあったが，わが悶では，N社がおそらく最初行な・1）た醜送システムと思われる自

15）ルート配送とは，1二記ダイヤ配送が近距離，すなわtら，配送セソターから半僅約4km位のSitt

　囲に対し，それ以上の遠蹴罐への配送を行なうシステムでる。これは1日1圓定められた時間劇

　によって，規定せられたコ・・■ス〔これをル…ト（rOute）という〕を魏送する方法で，ダイヤ配送と

　同様，現在は受注活動全般をも行なっている。
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（O）そ　の　他

の商品部事鵬fflt

◎商品部管理輩「亡

㊥経　　理　　費
（a）売掛・圓収嚢

①小分諸掲
②運賃（鴬業部負撫分も含む）

：商品部活動上1必要な事務に要する費Jil／

①事務川晶

②旅費
③印刷費
④事捌［1当者の厚生輩硬，祉会保険料，給料

①通f〒ヤ費

②旅費
③ユ」筋川品

④交際費
⑤笹理饗の厚生費，社会保険料，給料

⑥会識費
⑦染ll費

⑧印刷費

①通臼雪費

②旅費
③事務用品

④交際費
⑥担当者の1写ヒ1三費，＊．1二会保検料，給料

⑥印刷費
⑦穿訂i費

㈹…般’猷理費
④企　　画　　費

…　1・1・斜瞼般の醐擁1・側滑に1齢するための酬：欄1の糊

＠一般会計費

①通信費

②旅費
⑲・11：務用品

①新聞図i！1：費

⑤交際費
⑥担当者の原生費，餐1二会保険料，給料

⑦会議費
⑧券雅贋

：lil．1納。統計・経理墾重任者の会社全般にわたる活動に要する嚢用

①璃・雨費

②通信費

③旅費
④事務用品費

⑤交際蟄
⑥担当者の厚孟1三費，＊．1二会保険料，給料

⑦印刷貨
⑧雑s！t・

⑨刺彌減fslli償却至11
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　　　　　　駒

◎財　　務　　嬰

㊥人　　事　　費

㊥庶　　　務　　　費

㊦　教育指導研究

㊦役　　員　　費

：営業外蟹用の支払利周、，割引料は除く

①逓信費

②旅費
③　事筋用品費

④交際費
⑥担当者の厚盈三費，社会保険料，給料

⑥印刷費

①通信費

②旅費
③事務月1品費

④交粥ll
⑤担当者の1纂生蟹，社会保険半：ト給料（薬剤師・劣ぜ働を含む）

⑥　印刷費

⑦労災保険

：庶務課および全社共通費用分を含む

①宜伝広告費

②通儒費

③諸会費

④旅難
⑥　事務用品嚢

⑥手数料
⑦　寄附金

⑧担当者の1享生費，社会保険料，給料

⑨　印刷費

⑩　租税公課

⑪　雑　費

①　新聞図書費

②　研究開発費

：社畏・刷社長・東京専務・rl’i村常務の費用（医薬尊搦・化成品常務は

部門管理費へ含める）

＿コ＿ド。ナンパーによりさら｝こ機能別に配賦’ケる・n

①通信s］a’

②諸会費

③旅費
④事携用品肇i亡

⑯　新聞図書費

⑥手数料
⑦交際躁
⑧役員の厚生黄，祉会保険零1・給料

⑨印刷難

⑩雑費
⑪その他便宜的に修繕費，租税公課
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⑦　車　　　111雨　　　費

（V）場　　　　所　　　　　費

：全般管理用軍鱒雨分

①　t剛i雨嚢

②　担当者の厚生費，社会保険料，看恰料

③　旅　費

④　事務用品

⑤　刺i雨減価償去「1費

①　地代家賃

②　倉敷料

③　水逝：光熱費

④　暖房費

（5）　火災保険料

⑥　修繕費

第2表　発　孟k　別　當　粟　経　1礎　1・1：訳

＿＿
@　　　＿u⊆麗磁遡⊥　　　　　　　　＿＿．一＿＿＿T－．＿　　　一．　　　．＿＿．＿．

1車輌費　自動概ノト型珊鯛ら削の論1馴堺に関するyx・川，白動重li税なも鰹紅P・削釧i

2　旅　　　費　旅費現建にIJ」YLいレご支出され7，ユに隅貨，1ヒ1盛i，宿油費等

3　交　際　費　得意先接得費，仕入先接徳費簿，社員飲食代を含む

4　事掛用品費　金額3：万円来満，耐用年数工年未満の琳務用品

・印欄坤1備表，名札，嶺刺瀦資料の印1削fい㈱等

・陣｛言譲π藤薩蔽緬，テ・・ク・構．　一…　……

7　引　取　料　仕入部品の弓田更りに嬰する費用で蜀方負担の運賃

8小分諸掛　小分に要する費用をいう

9　荷造包装費　荷造および商品包装1ご使用する資材の購入代金

10　運　　　賛　得意先向け発送返品の当方負担運賃等

11　会　議　蟄　社内会議費用，営業会議，販売会議，予堺：会議等

12　宣伝広告蟄　広告料，拡張販亮のための講糊会，説明会等

13学続尉蹟歳宋セール騨II代およびその他の特亮の蜘｛散

14修繕嚢陣物および　構支備，燃㈱の修騰

15　乎　数　料　取立料，興信所調査料，自動車免許更新手数料等

・6割附金欝礫に直，妾関係がなく・かつ鱗棚liを伴わないで轍礪与した金鋤

17諸葵｝ ?ｼ講編朧爾体の協会・メー・劾噺蔽瓢礎囎ピ配
18瞳燃費職　・1，賑代，駈魏瓢びJNf・’j’lr・es・．’1．」i，，　7k道料　　　一一

19暖房費暖房用省炭，コークス，マキ，石油，プロパン等

・・駆1・費蹴総欄鞭F「糊隷の獺，臨llil臨郷鎖激翫「囁
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・・1社会撒料健蘇険，失業保険，．！幽三金の会捌匠1空　＿．　＿一一．．．一．

副璽公劃酬い脚色，懇塾利子墜但塑塑型恩＿＿＿＿
23　i火災轍料1蜘呆険1・1　　　　．

副鰍料隊鱒ψと管を依肌蹴の1辮1およ噸物の雛　…L　＿＿＿
・・1地代獺1輔所，倉脚矧尉び土地の｛貴儲　　　．．一＿．一＿＿．．．－h

261繍図訓新隅1｛・誌嚇翻譜茅薔代，会襯え鮒佃i融

27　1研矧撒1・…会窪欄査料，運転鮒取1脚11・棚櫛のた捌！洲，1｝1］撒

劉饗劉以上塑墾・・入塑里＿＿＿一一＿＿＿一
2・J　1給　料1繊従瓢・・繍（騨醐び麟ク9

・・國・Ili償去酬・1・111醗卜繍品，建II勿等囎イ・i償・II費　　　　＿＿．＿

　　　第3表機能別鴬業費科同と発生別営粟蛮科同との関連表

（その1：本社・松本管理部。商品部）

注　　文　　機能別鴬
@　業費科同

ｭ坐別営

合言卜
仕入検収支払

配送準備饗 配

業費科1『

拳ワクス 穿プ 取揃 ダ宰

引　取　料
小分諸揖
　輔　嚢獲

伝広告費
通 信　費
水道光熱蟹
諸　会　費
旅　　費
事務用晶費
新聞・図書費

愛諜翼
福利厚生費
社会保険料
地代家賃
印　刷　費
修 繕　費
租税公課
研究開発費
会　議　費

雑　　費
給　　料車輔減filli償却費

o

注文　履行 嚢

ini己送嚢

ル
1

ト

OOOO

○

○○○OOO　　　　OO

そ

の

他

商事

品務

部蛮

O

O
Q

○
○

o

○

商管

品理

部費

O

o

○
○
○

O

o

o

経

理

O
O

o
O
O

o

○

企

繭

○
○

O
Q
O

○

○

一般管燃費
財’

携

○
○

O
O
O

0

○

人【庶

事

○
○

○
○
○

○

Q

鵬

o
O

O
O
O
O

O
O
O

0
0
0

教鯨

育研

柵究

役

員

O
Q

○
○
○

○

○

車場
所

輔費

Q

O

○

○

〔備考〕○印は，両者の科目が直援関連する意味である。



No．50　　　　　　　　　　　　不完全競争市場と財筋政策　　　　　　　　　　　　　　　21

錦3表　機能別営業費科1三iと発生別醤業嶽科圏との関連表（つづき）

（その2：営業部）

仕入 注　　　文　　　猫　　　得　　　費　　　　　　　，

凹

溢文履行費
一般
ﾇユ珊凱

　　機能男IP営_　　業蟄科日

ｭ生別営
ﾆ費科H

会剤’

販　　　売　　　費

噂

酉己　送　費仕入

沁緖

x払
セ人
Aし件ス費

受係

鵠

箪輔嚴 旅費 第他

販促

@進
ﾎ費

部ミh：

@筋
窒結ｧ1費

｝祁管

@理
蜚

；ダル

C1
сg

眺βﾛ1反

ﾇ揃

誌他

場所費

引　　取　　料

小分諸揖
運　　　賃
車　　111雨　費

宣伝広告費
通　　儒　　1｛1亡

水道光熱費
諸　会　費
旅　　　費
蔀1務用品盟

新開図謝：費
乎　数　料
寄　附　金
交　際　費
福利原生費

社会保険料
地代撲賃
印　　刷　　費

修　繕　費
租税公課
会　議　費
雑　　　費
給　　　料
ユ團輯滅価償却費

○
○

○

O　O
O　O

O　O

o

○

○

○

○

○

　　o
o
o
O
O　O
O　O
O　O

○

○
○

O

O

○

O
O

O
O

O
O

O

Q

○

〔備考〕O印は，爾者の科目がi藍接関連する意昧である。

　3．注文履行鍛（主として商品部4）活動にかかわる蟄用）

　4．一般管理費（主として松本管理。本社管理にかかわる費用）

　5，　場所費（地代寂賃，倉敷料等）

　この分類は集計上のものであり，日常のコード。ナンバーとは，必らずしも一一一致しな

いが，集計の段階で両者を調整していく。

　なお，発生別営業費の集計上の分類の細部は前ページの第2表のとおりであり，窪た，

本社・松本管理部・商晶部および営業部のそれぞれの機能別営業費科田と発生別営業費

科目との関連表は前ぺr・一・一ジの第3表（その1）および（その2）であつて，○印のついてい

るのは両者が直接関連する科日である。この表は，発生別営業費を作成してから，これ

を機能別営業費の各科圓に配賦する作業のさい，大いに役立つものと思われる。

　⑥調査方法

　機能別営業費の計算にあたり，前の項に述べた分類にしたがえば，前述したように，

つぎの三つが必要であり，前者二つについては，新たな調査が必要となる。すなわち，

一つには，各機能ごとの経営活動の時間調査（time　research）がなされなければならな
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い．＝つには謙通臆継乏が，撒能ごとに騰としてどの繊獅されたかの調至韮，

糞畿醗灘蹴欝襲ぢ二翻1諾黙課奮雛
には，すでに繊されてある発生別営業星脳機能肘1活類に｛蝦関鰯“るものに［隔己

する作業である。

　　〔1〕　1一ド・ナンバー化作業と集計単位

ここでは識述の新しく繊する＝つのものとその準酬環1こついて述べてみたいと

思う．準腓業とし磁も1騰もの賄灘ごとの・・一・　｝ご・ツツバー（・・rd　nttinber）

刎祉疏韻に糖することである・そこで・司ご伽嚇血明麟1めよう・　t、
（A）嶺ず第一に・司・化（詳己毒二・●li音㌧」・イヒ）をとりあげ15・かねてよ州社ではr齢側〔

機の研究がすすめられていそく，が声の嚇糊：閥・おいては滴解1から徽う臨メ

ー炉名部門区頒三，すべて数瓢いしはアルフ・べ・トであらわさ濯耽糸ILみ臆

つている。このように数字化したり記号であらわすことfd”：　”ディング（コード化する，

あるいは・揮を紺む）という．この謙は，これか蝿子lll‘撒の1繍靱へ卿入

がN祉で一偲呉体化すれば，N社においても常識用語となろう。

そこで灘子認・機の導入に力嚇あわ也しかもそれにう駈がけて識㈱1胤；1二で

もこの記渤武騨入することにしゾ・．このねらい駐としてつぎのよう←ぐあE：・

①記帳者の機能別分類上の労を少なくする。

②起票者が，機能を書き入れることによつて白分の活動の閏的意職をたかめる。

③予卸区分を明確にする。
　なお，その他に，電子計算機導入に対する理解，関心をたかめるという剛産物があ

る．ちなみに㍗ド・ナソ・・聴わ‘3’・われになじみ深いものにはi鋤電話の麟がこもる・

　さて，コード化について具体的に順を追うて示そう。

　（で）　コードはつぎの二種類について組む。すなわち，一つは機能別中分類に対しての

　ものであり，他は所属部門（予写｛i二区分）に対してのものである。

　　これら二種類の・一ド化についての臆は，機能別中分類に対’しては・単に1から川蔭1

次翻をつけていくだけで，これレs．42番まである・そして漸際［1隙こついては，つぎ

の点に注意を要する。

　N社では予算制度をもつているため，営業費もこの予弊区分に対応するよう1こ雲績が

鮒されなくては，予期副｝まできなと・・．警で認入のさい尋こは・醗の所剛1門と

いうことを一応はなれて「その出費が予算区分上どの部分に入るか」という観点から，

　分類し記入しなければならない。

　　◇例◇
　　麟品一課（伊那）のセー・以マンカ・ゼミナールに出席したが・その謙は・二瀕：区

　分としては，本社の人事部経費として予算に計上されていたと仮定する。この場合には，

　これを伊那（医）一・・一課の経費として起票してはならない。本社の人事部経費として処理

　しなくてはならない。

　　ここで，予寡区分がどうなつているか再確認することが必要である。
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附表1機能別コード。ナンパー表

大分類

仕

入

保

管

畳

注

配

送

回

収

支

払

返

品

；11　分　類

発注取引
検　　　収
小分諸樹

蜜内整備
在庫保瞥
そ　の　他

販亮促進
受　　　1主
そ　の　他

木伝禦作戒
取揃配達：琳後処現事務

う蒼樹処ヨllll禦務

回収実施1口1収後：」｝嚇処現

闘卦金処1燗了務

支払実施
そ　の　他

現品取引
返　　　晶
そ　の　他

u一ド
No，

1

2
3

4
5

6

7
8
9

10
11、

12

13

14
15

16
17
18

19

20
21

値引1値　引122

大分類1中　分　類1樹ぐ

般

笹

T！ll

仕入関係保　　笹　　関　　係
畳　　注　　関　　係
配　　送　　関　　係
回　　収　　関　　係
支　　払　　関　　係
返　　品　　関　　係

『㌻　算　統制関係
企　　　　　　　画
庶　　　　　　　務
給　 与　。　保　 険

採用・福利・厚f，1ミ

会　　計　　元1　帳

教　育　指導研究
メt－一力P一の意思によ～：1資料作成

資　　料　　作　　峨
譜1：　類　　保　　管

役　　　　　　　員

その他一般管蝿

23

24

25

26

27

28

29

30

3正

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

1・一・掴燗鵬州42
附衷2部門機能別コード・ナンバー表

部

丑匙業事業部

写真事業部

化戊品寧梁部

ロード

No．

1

2

3

當業所

化成品事業部轟

本部典逓
東京営業朔

大阪営業所

新潟営業所
慮江津営業所

甲府営業所

侵塀営業所

松本営業所

矧課
0

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9
共逓
化成品

食品
共通
化成品

食品
塗料
嬢材
當業
ダム

甜1部
0医薬品剛傑部

0

0

0

0

0

0

0

0、

1

2

3

1

2

3管理部
4

5

6

7

副當業囲認
4

5

医薬品癖梁部共通

長野営業i所

伊那営業所

松本鴬業所

松木商品部

松本管理部

木社管理部

1

2

3

4

1

2

3

課1稀1

共　　逓
限薬品共通

一　　課

二　　課

三　　課
共　　遇

一　　課

二　　課

共　　通
一、　課

二　　課
三　　課

病院課

0

1

2

3

4

5

1

2

3

1

2

3

4

5

0

0

0
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（°）･；膿2鷲撃鷲髪馨匙、携・㈱鰹一ジの㈱および附脚と

お繍恥類＿ド．ナンバー表（附表1）の描捌£凱脚が講醐

の部門。一ド．ナ。．・一表（骸2）による記入・・イ1・加，つぎのと畑で脳・

　◇例◇
繊嗣礫賑1購斯化劇，1課の獺という場伽・1一ドけソバ畷漁

　　　化成品事業部……3

　　　長野・営業所………8

　　　イヒIJjk品訓ミ……・・…・2　となる。

　したがつて382となる6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．
　。のよ弧いずれの細・rlも謡の数字であらわされる調・・t・”洲礫1僻α’齢職

礼拾の1姻牒所の1鑑分，　一一一・a・位淵駆ク嚇す・うにな1・ている・V 嘯ｩり
に382の翻が機制・1にc・・．て「剛1」（・剛1貢）で泌とh’1］’一　1・）と識1　三男ll：：酬ト゜”

バ・・一・墾ミにより8となる。

　の　表示の仕方と記入の箇所

卿熱藁；濡lb嬬1監講薫1認繍綴1｝鰯劉籔

で禁脇熱矯ド．ナ病をど。一書くか識脚，・・禰鰍

の記刃閲，〒勝および黄麹ま裏而の記入欄へ記入するのである・

　　　記入欄は　　　～　　の形式とする・

　　　　　　　　（予堺：区ク〉）　　　　　q幾能）

　　。の欄に記入のないものは齢されない．源都，燃ながら承瀦は潔’繍ミ

の予獺儲なのであるから，とく｝・予駆分について離しT・Yi…認してから欄印翻1

すよう注意しなくてはならない。

　〈出金伝票記入例〉

・回・1・1・1・回・回・1　　　予算区分」鑓

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　跨382　～　　8
　　　　　　　　　　禺　　金　　伝　　票　　　　　　　　　　一

曾　　（領収書）剰
　　　　　　　　　昭和　　　年　　　月　　　田

1支払先li金　額【摘　司
⑧　つぎに，組織変璽に対応するコ　一一ドの組み替えについて説明を試みよう。



N・．50　　　　　　不完全耀姉場と財務政策　　　　　　　　25

　以上のようにコード化すると，とくに部門や鴬業所，課の，｝Yl．位が，変更される場合，

その都度コードの組みかえが必要となる。鴬子計算機が導入されるとこのS一ドの紅み

かえは非常に面倒なものとなる。

　情況はつねに変化しているのであるから，組織は何年にもわたつてまつたく圃驚的で

あることはなく，弾力的であることが必要である。しかしドー般的に変更の意図がゆき

わたつていないうちに改められるというのは，組織に対する何か根本1li切丈検討が欠け’て

いるのではないかと思われる。組織の変更は，一時的な思いつきのように気軽になされ

てはならない。

　たび璽なる組織変更，頻繁な配概がえは，社内に不安擬なムー一ド物つくり出し・～1量仔i

の回避を生じさせ，ひいては，トツプに対する不儒感な招くこととなる。

　このように組織変翼，配澱転換は，鴬業所ないし，課弔位の統計婁父値の比i瞭を困難に

する点においても十分な配慮が必要である。部門別’：　T一ドな震施するにあたり，これら

の点について格別な配慮が必要である。

◎　また，これ霜でもそうであつたが，N社では，出金に関しては「現金三ヒ義」をとつ

ている。すなわち，物を購入する場合，現金と引換えにすることが弛前となつているα

一部は月末に一橋して請求を憂けるものもあるが，ほとんどについては，現金主義慶～

層徹底させなくてはならない。

　たとえば，セP・ルスマソの旅費請求などは，遅くとも二，三日後に完了しなくてはな

らない。というのは発生の状溌が時々亥il々わかるようになつていなくては，この計算白

休あ京り意味をなさないからである。

（D）　さらに，集計単位はつぎの二種類がある。すなわち，（イ）部門，鴬業所，課蝋位。（ロ）

一週闇，月毎，期毎。これら二種類のものの集計について述べると，（イ）については，

部，常業所，課を併合し，一覧的なものを作成し，その総括表として，部門単位で集計

する。（ロ）については，使用目酌とのかねあいで，すでに前に触れたごとく，週単位に予

算と対比し（ただし，人件費，車桶減価償却費等除く），月毎に全営業蟄について算出

し，またさらに，期毎にも全営業費について計算する。

㈲　最後に，この集計計鋒をどこで行なうかを考えておかなくてはならない。

　（イ）　この膏卜算の結果が全社的に考えられる必要があるということ。

　（ロ）日常的に予算と対比，統制していかなくてはならないこと。

　⑭　加えて，様々な資料がそろつている。

　これらの諸点をかんがみると，財務課において処理するのが最も適していると思われる。

　〔∬〕電話費・テレックス費・ポスト費の調査

　コード化や集計単位の規定も，機能別営業費計算をなすための調査の準備作業である

が，これらについで大切な準備は，磁話費・テレヅクス費・ボスト費を調査上の分類で

ある仕入。保管・受注・配送・回収・支払・返「貼。一般管理に配賦していくことのでき

るように調査票を作成することである。それぞれについて記すため，まず電話費からう

かがつてみよう。

（N電話費
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まず繍艘については，電1活を依頼する側の儲ll課畷任コードを作1齢る必要があ

る。そのため，第4表のような経襲区分責任＝t　e一ドというものを作戒した。他の一“・“t：♪　｝tk

各部課において，畿話料を機能別分割をなすための調査禦を第5表のように作成し，そ

の記入例も第5表のとおりである。第5表のなかの⑲というのは，農茶部へ1｛瀟したと

いう意味である。これらな侮「レ各部課へ記入依li頁をなすのである。

（B）　ポス　ト肇量

　郵送（pos　t）嚢も企社では決しておろそかにはでき除い費用となる。そこで，調，fil　I：の

分類として，このポスト毅がどのように使用されたか癒明らかにしなければ賑ら除い。

そのために，聯讃と1解鰍第蕨のような誰諮票でもつて調：髄ノ周てととt・た・

◎テレヴクス費
　テレックス鴛も礪話費やポスト費と1司様，8つの機能別分類にしたがつて分割しノ：氏け

ればならない。そのために，第6表のように，テレッ〃ス殿機能別分割表癒便用して調

査することが必要となるnこれは，電話費やポスト望亡と異なり，縦欄｝1二N社の翰’｛11課職f

記入し，横欄に電轟醗やボス畷と1石嫌，調祉の分類顎ll・いて，・昧鷲稲力1’ゆ

調査を実方霞することとしゾこo

　〔皿〕時間調査（time　research）

　舶，製造企業の近1馳経｝主㈱勲行なつているところでは，それぞれの作業榔二’い

て糠準時闇が設定さオ1，ている。しかし，販売企業では，い霜だ標礁ll寺開を設ラt三してい為

ところはほとんどないであろう。そこで，このさい，標準時購1設ジiまの滲考資料にあてた

いという意図をも兼ねて，この機能別常業幾の配il武のために時「㈱｝1査を，全社の各作業

にわたつて行なうこととした。これは，一般には，調査者は第三者であるが，ここでは被

調査者自身がそれぞれ分類された調査上の項図に調茎蚤記入することとした。したがつて，

種々の闘題点は残るであろうが，こうした調査の第1段階であるため，その震窪問題点

を深く解決しないで調査したことは，正直にことわつておかなければなる窯いと思う。

　時間調査は昭和40年6月20日から同年7月201：1霜でのうち，15n開を「サイ：ロ」癒

使用して無作為（at　randam）に附袈3のような時開調符日を避んで，各部課全般にわ

たり附喪4のような記入様武で調査を行なつた。N社の役員から従業鳳にいた為寵でみ

な協カー致し，よく調査者から指導された規則を守つて，IIll爵闇を極めて蕉確に調査され

附蓑3　時　　間　　調　　査　　　日　　程　　　　　（昭・40）

日［月　火1水　木1金　土　〔備考〕、

6馴⑳1・・1⑱1＠1・・126附・㍉選ばれ
・7128129｝釧7月11②1③麓1碧1脚
・1⑤1⑥1⑦1⑥i⑨11・
11112巨311・1⑮1161⑫

r　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O印のあるH

ISi⑲1⑳［21122」23i24
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釘り4表　　経　　互そ　　i又　　づ分・　il．il　イ．正…　　コ　　ー　　　ド

｝lllS　　　　　　　　　litJ

〔農　　　　薬〕

〔写　　　　亘〕

本　　　　　部

9V，k　　フig　　J辱　　鎖亘

イ乏Σ　　ンド　　ー一　　轟果

賀任コード1部　　　　　r1・J【置1量任コード ？’f［s　　　　　　　　　Ii，11 瞬・・一ド

A100　　松　　　　　木　　　　　　　 飯　田　共　1通

］3　120

共　通

ユニ薬

食　品

B121．　　　　　　　　　　二h　　l£

B122　　〔医　　薬　　品〕

松　木　二　課　1

イ公フド昌冒偶ミ会戎瓠二

・12・1

B．124

・・6・1　…・課

G261．

（｝262

（｝26：・1

ンi〈　　　　　　　　　齊i～　　　　　1：1　2701
卜1ヒブμツ・

〔塗　　　　料〕　I　c13【｝1南ヅ・・ツク

〔ヨニ「艮　　　　　 蓄言it〕

〔設　　　備〕

〔イヒ　　　fjJe　　　rlll〕

才：〔1．　　墨奢　　ぞ隻　　∫1

Ill　14．O　l　J薬　野　共　逝亘

瑚40　【　　　　一　課

G17｛｝

，瓢　課

1「1　　∫f］　　．ll〈・　う1〕〕，

t－一・．

@　｛渦要

ニニ　課

II330

1一正331

1－1［3［S2

1・1340

1・τ3，一

1〔商　・ll・　部〕　1

lH271

111272

1・1　280

II　281

II3‘1、2

Jl：ミ　　！［iT一　倍．i　“1’tl　　　　　ii：：｝51｝

｝薦ミ「薦｝rl」・…

松　本　畳　注　I　J　ll6t

；伍Σ　　ンド　　4）in　　li鼠 J：・162

i　二課H2・21甲府倍1品1．J・7・
　　　　　　　　三三　　1課　　　　　｝1283　　　　f鞭　　III　it’crl　I1’“，l　l　　　J380

ンに　　　　　　　　 告ll　　　　（｝18〔｝

：東　　　　京

大　　　　　阪

l　　　G190

t｝rrnypm

　　　G200

新　　　　　潟

共　通

工　業

食　品

G210

lG・u
lG212

官　庁　　　G213

直　　江　　灘 lG22・

甲　　　　　府　　　G230

【　五課
1　　　　病院課

．lr．　　「1．1　　三1隠　　）：〔亘

1　一課
二　課

イ；lk　　フド　　ー；ll；・　　ヌ皿

i　一課
1　：一課

三　課

病院課

II28・i

II285

」二　　「1、｛　　嚢有　　il「li

1〔管　iilll　部〕

J390

L
1　　　1〔【29〔｝　　1　畏　　　　a・lf（糸養翼iD　　l．

Ii［2・・1　1松木（撫）

［　・・i　・・j2

l　H30【）

K450

K460

松　木庶　務　1 K461

松　木　統　計　1 K・』162

lH3・11〔木社管」・II・〕1

1－1302

1－1303

H304

人、　　　事

企　　　　　画

L500

L510

財　　捌 L52｛〕

長　　野l　l岡谷共塑lH墨・｛li」f　鰹lL53。
共遍G24・⊥＿。．＝＿、鑑］13・・1，藍虹箆，1；！ILL　L54し

工副G24一　　二課lH312h3DpslL550．
食，讐…G242　　病院課lH313　1製　　捌L56・

上　　則i　　l伊那共通lH3201制、　　長lM57・
共通lG25・｝　一課lH3211鯉L嚢．提lM58L
工　垂］　£塾量よ＿L．　　　　≡｝＿認＿」　＿エエを塑3＿1ユ＿菰＿2鑑一．務一＿1　M魏｛L．

食品lG252i　＿」一別M6・〔）
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　　　　　　　　　　舞罫5表　　『ヱ藷舌’顕酎幾育旨”U分害臓長　（もしくはポスト㌍財幾就…「i］　El分・害1篤凝）

〔記入例〕商，吊，課　　　　　　　　　　　（翌灘澗）

＼至類璽入②③④⑤⑥（・・頃’
月　日

＼i篠霧に憂毒保　管　　　　　　　　　　　　　　　　　管　」lll
受　注酉己　送lnl　収支　転、返　凸1、一翁　般　合　　　計

7／7　　　　　　　　　　　　　　　①21　　　　　　　　　　126　　147

l　　l　　［　　l　　l　　l　　I　　l　　l　　i

1　　1｝「’　　i　　l　　l　　l　　l　　L　　I

7／10　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　90　　　　　　　9｛｝

・／151Ll一⑦21園L．，iレ1・
　　　　　　　　　　　I　　i　　l　　l　　l　　」　　I　　l　．げl　　i

・／1811i目’⑨211⑰28…ll・・
介　計1・・2レ・11261・i17・国。L二止藁趾1・…7

・／14陣一一劇ll．ll・・
7／17　　　　　　　　　　　　　　　　　く段，126　　　　　　（爵84　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　210

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　策6喪アレ・クス費機静1粉割表

〔記入例〕　6月23Fl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11気1“’：：円）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’●嘲脚舶醐軸一幽網■閣即勲

〉郷i①仕　入
②管 ③受　湘… ④酉己送 ⑤回　収 ⑥支　払 、鷹（・P曝⑧

ｱ
＼欝霧に難保

化　成　轟：1、687　　　　103　　13120　90　　　1・　01：1

合成塗料1・・1日1631【－ll19・
　　　　　　　　　　　　l　　l　　l　　「’n　I　　l　　t　　l　　｝　　［

［　　r’1　　1　　1　　1　　1　　し．　l　　l

畏　　　野（化）

医　1・32　1｝13165い6gLll・・It・・9

長・・倒1「一下「T－［ll
　　　　　拠　　　l　ttt　l　　I　　i　　I　　l　　l　　l　　l　　l

防　　　1　60i　　［　　I　　l　　l　　【　　1　　1　　i　　　6〔｝

雲辱：　　　　　　　　150　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30　　　　　　　　　　　　　　　　　180｝　　l　　I　　i　　［　　l　　l　　l　　J　　　l

寡芝　　　　　　〕疇て（fヒ） i　　l　　l　　i　　｝　　l　　l　　l　　i　　l
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たことは，機能別営業費計尊を正しく行なうによきデータとなつた。

　〔N〕結　　　び

　かくして，発生別憎業費を，機能別に配賦するための「調査の準備上〉「調査の実施」一・〉

「調査結果の集計」のプロセスは，以上のとおりであつて，これを図示すると第4図の

ごとくなり，発生形態別営業費項揮1を機能別営業蟄群へ分類する賦課ソ鋪正1を表示すると

第7表のとおりとなる。第7表の配賦基準の言好ヒ方法の欄に時…闇調査とあるのは，時間

調査の結果から’営業時間α）使用割合を基準として配賦することを意味し，配賦とは，前

述した形式でそれぞれの部，課の記入した出金伝票の集計結果から，支出割脅を基灘と

して配賦することを狡わし，直接賦課（直ll果）とは，配賦の乎続によらないで実績額を

そのまま賦i保することを示すものである。

　もつともこの揚合，できるだけ客観的11武課基準を設定しうるように，各発生営業費別

第4図　機能別営業望を調査集計過程
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第7表発生形態別営業劇llを1幾能男蝋業群へ頒〔する櫛切法

　　　　　酉己賦方法

ｭ磁形態別理帽

A）調査　　　　　　B）
P芭誰果酉己興武ll寺目下i斗勿白勺卜11’1勺」勾等ク〉害聾　　　　　基準

◎別
D別

部凹

P1r否
配賦の基準

@　　　　　，

　　（大分類）
z賦すべき梱」カの
@能別群　r　【　　　　　　rr榊　脚　　，iw　－→凹一醜馳伽朧廟｝

費【

L車　輔　　　　　　uロ11・1◎1司　……［　　叩　　　　1
一噛

費口da　交　　　　　　　　　　　　　l　iOi　i□1際　　｝　…｝…　“…r一　　　　1 蟻纈し回月⑳，

・・旅　　費1 1・1 1 回 L　にll
『　1　　　　仕入，受鴻配送，Illl収，　　　　返品，支払，一般’i穿理

1 E i 1 1 1 1 1仕入・保管・受注，配

4・：胴芳用・冒1費　○　　◎　日　　　淑llli1黙糊1漁1！：
「「δ咽叩署r［石一［「そi「T可函1禰1i灘｝隠三：鱗：｝1謬払，1匡

6，　”rELEI）1－IONE　　　　　O　　　　　　　（◎　　　　［：］　使用1［11杓別1願度　　送，1叫収，値lj　l，返品，
一　　　　　　　1【：人，保管一1瀞1二，）nilJ

　　　　　　　－t・般管理、　＿＿『

8・会議　饗［ollioi回　　　1　11u融愛ける徽能

口冗璽7f芸［可ユコー蔓’r－］亘1亙璽瓢1塑1叢戴墜鯉墜∵じ

CJ’新1珊図轡州○目目口口1　　1一般管理
’fo”’1’－ift”’

逕?m・11回回　　 陣」融脳徽能

u・調査　費口○口lolol口1　　1難，剛収ド搬1蟹
12・印刷費OU口目口i　　l璽虹1鯉！llL．
13・引取料1・1－1目口l　　i仕入
1・灘　　賃回u回回　　　bni己送，齢
Fs，荷造包装費「Tδ［石一［1・【部1解籏灘駈Fi己）一…蜥｝一

　　　　　　　　　　　　　　　　　部門毎に均等lllllの
16．修　　繕　　費○　　　　　　　　 ×ものと発生掴所別一椴管理
　　　　　　　　　　　　　　　　　に判明
17・手　数　料ゆ111H国　　　1…襲撒
18・宜伝費回lll口△l　　i・鰭
r藩…”気｝料llO口◎目1口「掻評舗数1－　…芝管…・里

・・．一・h“・代1回i・口圖所属人凄炸儲理

2L水道代口・1回1圖所属履父卜般鞘
22．寄　附　金｝｝0111101・i　　　I’・一一般管埋

23謬ぬ難目・回目囚　　　1給榊鰍・獅・
1［」．iiE，L房費i回1・口回河T・属人数［

・轍員給料口・ゆU口・陳馴割合il繍・徽朧醐
蕪’ n業風給料目oi◎口口に］lf乍業il寺闇害州　　　

””e

・・牒騨出酬回口dl口i　　1
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・・雑　給目・目回回　　 1楚を受け翻磯

・9，　＊k会保険料目・・Illl△l　　i榊蜥醐・
…　＊災保険料・1・1回　i△D・礪人刎

3・税金公課1目目1囚　　　1
（・）自鯛・・税IlUlllml　　i・1轍・あ・・せてltli己ll武

（・）印　税llOli1＠）［図　　　i

㊥法人削・副1。1口1国　　　1
㊥法人牒税目Ql【1ゆ図　　　i
6撤人服税口・lll回・l　　l
㈹公債糊聯1｝・1口囹・［　　1
（t・）配当税口o口口01・l　　l
lS）固触産税l　lO目目ol・I　　　l
（リ）建物登録税i　IO【　l　l　Iol×i　　　　　l

（・）利子税口OI目101・i　　　I
・2．　fi．r敷珂δ「［一「T下「一二…「　…「……闇

33．会　　x・“1　10目10目・｝　　1
・4，地代・家債1・1目li回　　　｝
・謙　　9th目。目囹1・1　　ト般髄

目口口口　　　1
岐払利子lIQIlI目・1部門売端搬舟窮阻
・割　引　料lIOU口【・i部門売上副一般管理
・減価償却引当金IiOlll口・1部Fr売上高搬空理

・退鵬矧綱lo目1目口1給与割ト鰭理
・貸獺矧細1・H口1・i雰繍骸の列一㈱・
〔注〕（1）◎印……細｝密な調査研究を行なって酉己賦するものの意味。

　　　○印・…・・該当する意味。
　　　［コ印．＿．．部門1こ完全に分割できるものの意味。

　　　△印・一・部門に半分分割できるものの意味。
　　　×印……部門に分割できないものの意昧。

　（2）直課とは直接i賦課の略字。

に，既成資料を，集めうるだけのものによつて副次的に調査をf：∫なつた。

　以上のようなプロセスと手続によつて行なつた調査結果と，それに基づいて推計した

機能別営業費計弊の紬果は，つぎの節のごとくである。この計算結果を，不完全競争市
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場における財猫政策との関連から，若干の考察をつぎに節をあらためて試みたいと思

う。

4，計算結果と財務政策

　いま，ここで回的とする機能別憎業費を算ぼ1するためには，前節の叙述か爆，明llpかな

ように，電話・テレックス・ポストなどの蟹用，出金伝禦，個人別への支川票および各

部課の全員の経’瓢行動の時間調査などの集計結果が誼要な資斗1…1となる。したがつて，は

じめにこれらの集計結果とその若干の労察をうかがうこととしよう。

　（1）電話費。テレックス費・ポスト費の集計結果と若干の考察

　象ず，電話蟹の機能別分割の松本分のi湖査結果をみると，第5図のとおりでありJ市

外電話では仕入機能が最も大きい割合であり，ついで受注となつており，市1ノ寸電話で・も

やはり岡様な傾陶がみられる。市外電話では［鄭1又機能，市内電i活では一・般管理機能の響§

外大きい割合であることは一“・一・ケティング活動上，種々の澗題を含み興味あそ1，・…つの傾

向といえよう。

　つぎに，テレックス籔の機能別分割の調査結果は第励暴1のごとくであ鵜。これけ部1潤↓

それぞれによつて，機能のウー＝イトは異なるが，ほとんどのライン部課が仕入機能｝こお

いて圧倒的な割合の様’（｛目を呈している。すなわち，化成品・合成樹脂。医撚ll：ll・防疫薬

品。写真・盤薬・N．P．が仕入機能に圧倒的にテレックスが使川されてい為。

　ところが，スタッフ部門である役員・人事・庶務・経灘唄イ圏搦・商品部・企iilllなどは，

テレックスを一一一一般管理機能に使弄｝1していることが明らかである。しかし念休を平均する

と，仕入機能が圧倒的に多く，あとは極めて少ないが，そのなかで比較的多い割齋のも

のは，i受法機能と一般管理機能である。

　さらに，ポスト嚢の機能別分割の調査結果をうかがうと，第7図（その1）および第7

図（その2）のとおりであつて，前者は昭和40年の10月分，後者は同年の11月分の言訂lll査結

果である。

　この郵便料の使用も部課によつて機能別費消の割合は当～臆るが，大きく二つの流れに

分けることができる。すなわち，一つは10月も11月も同じようにライン部門である1ヒ成

品・医薬品・農薬・写輿はライン活動独特の回収・支払・配送・受注。仕入などの機能

に郵便料が多く使用され，他はスタッフ部門である社長・劃社長・庶務。経理。財吻・

人事・商品部は，ほとんど全部一一般管理機能に郵便料が使用されている状況である。

　しかるに，全社的に平均的にうかがうと，第7図（その1）や（その2）から明白なよう

に，一般管理機能が最も大きい割合で，つぐものは，配送。圓収。支払の各機能が姦く，

それより若干割合の下がるものとしては仕入機能である。

　卸売業としてのN祉のポスト費の内容が，一一般管理機能に多く，比較的マーケテfン

グ機能に少ないことは，今後N社として営業費管理上考えなくてはならないことであ

る。

　最後に，各部課から提出された出金伝票の集計と，・各部課の時間i調査結果の二つであ
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割合

機能
仕　入 保管 受　油 配　送 回　収 支　払 返　品 値　引 …般管理 その他

　　　　　　　第5図　　電話費機能別分割の調査結果

〔備考〕　（1）松本分のみ

　　　　（2）昭和40年6月より7月までの15日聞分
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仕　入 保　管 受　油 配送 回　収 ･　払 ，返　品 ｛直　引 ・股管」．【1！

全　　体 75．0 0．7 8．8 0．5 0．9 3．6 L8 咽　」4

J

8．5

化成品 80．0 一呵
9 0．4 1．3 5．4 1．7 Ph「L 2．2

合成樹脂 61．0 一 34．5 03 1．2 1．8 L2 ”鞠・■ 日「L一

医薬品 86．5 2 6．1 0．8 o．5 2．o 2．0 ｝．剛

防疫郷凸 56．0
一 一 一 一一 20．0

胃　　　24，0

　　　勃．一→

C　　“　　　　　鮨　昌ゆ　　　」「「「

写　　｝’雌 95’0
一

4．1 舳“唱 廟幽」 0．9 ，「ト臣「

園

　　博E」、隔

ﾏ圧
農　　薬 83．4 一

1．0 …
2．1 13．覧

@　　吟

一
’A

嚶b側「

財　　務
100．0

経　　理 2．3 Lo
ρ“　　　v　　辱　　　　巳　　，四9

@　96．7

庶　　務

い 　，「剛「

@1⑪O，0

囎ｷ舳「髄、一

人　　事

　　㎜　吃r昌h騙唱「曜

gい“　　　　　　　　　　　・一幽■

　　10⑪．0

ｦ．1・・｛「r…　「隔触．‘卵脚層

@　90．O
役　　．貝 3．0 7．0

N　　P 100．0
P

商品部 20．2

一酬脚．智軸1騨層尾捕．陶，

@　80．o　　　　卿

企　　醐
闇

その他
轄閥階

厚

制合
@　　　　　機能

仕・入 保　管 受　注 西己送
マ回　収

支　羽、 返　品 1直　引 一般管理

　　　　　　　　参芋；6図　　テレヅクス歪疑機甫髭男1」分害唾の1訂紐査…粛ド馨身之

〔備考〕（1）松本分のみ

　　　　　　（2）昭和40年6月20日から同年7月20日京での1ケ月分
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仕　入 保　管 受　注 配　送 回　収 支　払 返　晶 一・ﾊ管理 合計

化成晶
、　4，515 770 2，095 5，445 5，665 6，830 1，160 2，635 29，115

医薬占『ll
3，410イF

，　　　　　　　「

@　　　　400 615 7，330 3，630 5，810 2，090 1壷335 24，620

農　　薬 20 425 680 1，980 585 40 10 3，740

r’」：　寛 255 20 995 360 2，225 790 120 140 4，905

人　　事 3，640 3，040

財　　務 250 250

経　　工1経 4，345 4，345

商11i「1部 110 110

庶　　務 8，525 8，525

祉　　・1．モ 290 290

副差1：提 45 茄

合　　調’ 8，200 1，190 4，ユ30 13，815 13，500 14，015 3，410
21，325　　　　　　， 79，585

lllll　イト

　「，　

?O．5％

．胃

P．4 5．1 17．3 17．⑪

　r　　噛　陣

P7．5 4．6

　　■

Q6．6 100．0

m事門 ．・w剛，［一一 一

96

R0

Q0

P0

@0

一一

割合　　　　　　　機能

仕　入 保　管
　浮，　　h’笈　1旺

配　送 回　収 支　払 1区　品 ．・ ﾊ管理

　　　　　　　　第7図（その1）　ポスト費機能別分劉の調査紬果

〔備考〕（1）昭和40イ阿0月1Eiより1〔｝月31日家での1ケ月分
　　　　　　　　　（2）　　　主Yt系色気圭「盗頁のヱ、宅｛玉忙　：　lq
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仕　入 保響 受　注 配　送 回　収 支　払 返　品 一般管灘 合翼卜

化成品 2，700 42 815 5rOOO 4，000 6，750 224 765 20，296

@　檜
医　　薬 2，820 ｝

1，250 1，210 37100 1，740 337 1，830 12，287

腿　　薬 10
一

75 374 225 122 10 ㎝
816

写　　ユ｝辱 95
｝嘱

422 1，270 2，160 372 34
　噛

c 4，353

讐　　理 一 一一 一 …
1，850 1，500

｝
22，麟00 25，950

@　回　　　嫡

全　　杜 5，625 42 2，562 7，854 、11，335 葦Ol484 605 25，195 63，702

割　　合 8．8％ 0．1 4．D 12．3 17．8 16．5 o．9 39．6 100．0

割合　　　　機能
仕　入 保管 受　注 配送 團　収 支　払 返　晶 一般管理 一

　　　第7図（その2）　ポスト費機能別分割の欝馴査結果

〔備考〕　（1）一般管理の多いのは経理分の増加による

　　　（2）昭和40年11月1日より11月30iヨ霜での1ケ月分

　　　（3）絶対額の単位：円
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第8表役員の時間調イ錦1裸

・専　捌・JILJ・　務　e・．　tt　　「
　　　　　　　　　　一

Ttl’　　　　　　C　’瀞　　　　脇　　D　常　　　務

仕　入　関　係

その仙一般瞥理

受　注　関　係

販　売　促　進

企　　　　　画

予　算　統　制

保管関係
その仙部門一般管」：lll

回　収　閣　係

％
29

22

21

14

5

4

2

2

1

一　　般　 管　 玉駐

その他一般管理ll
　（フジカメラ）
医　　　　　薬
M．S．C．（飯Frl）

支　払　関　係

支　払　決　窟

支　　払（写真）

人事（動・防・農）

ライオソズクラブ

皮払決シ1三（医薬）

立．　脚　　撚　 局

人　事　　関　係

写輿部litj－一・般瞥］：里

受　　　　　注

女　子　の　会

理科器　紅合
商　　　品　　　部

保　　　　　管

写輿の会議
仕　　　　　入
ナペリンファーマ
シー

％
17．0　受　　　「t1三　　i捌　　　イ系

12．4仕入関係
11．4その他部【lll一般管ユ！ll

10．5　1VSi　 戯…　 ｛慨」　 進

8．8企　　　　　画

6．9教　育　指　導
5，5　叢采H1●：子高矛［1。ジ，矛芳

4。6

2。6

2．7

2，4

2，1

L8
玉，7

1．7

1．5

1．2

1

0．8

0．8

0．8

％
50

13

11

8

8

6

4

その他…一般管」：里

企　　　　画
予　算　統　制

配　送　関　係

回　収　関　係

教　育　‡蹄　導

仕入関係
保　管　関　係

支　払　関　係

庶　　　　務
採用・福利・労務

会計元帳

％
33

24

10

9

6

4

3

3

3

8

1

1

㈱礪騰撫貧欝騰撫羅・磯騰
　　　　は企画・管理・商品の資fj…と権限をもつ。

る．儲については講多大な資糀なるため榊させていブ・ヲ亀儲のみかかげ祉

第8表から第・8灘でのごとくである．この繍～課の1馴調査の蘇から撚沸祉

ころを若干述べてみたいと思う。

　（2）時間調査結果と若干の考察

　まず，はじめに役貫の時間調査結男之からうかがうと第8表のとおりである。

周矢“のごとく，い醜る、蝶・り韻も，1’・・Vプ・嬬一ジ・・ト（・・p－gement）

として，灘と将来の脳醐の糸充制にたいし，蘇と欄恨をもつている・とくに将来

の鎌の蹴㈲鹸の酬・は・洲と翻，その黙の総鵬大き願己齢なされ鮒

ればならない。

醐調齢果から，ただちに9・lf握しうること姻勲ことでレ偽猟磁のN榊

1姻は，一つには，不必要珊オ・泌よう榔駄とらわれすぎているのではなかろう

か．もつと，役員は縮鞭」・何をなすべきかのウ・イトを11肪かにし・大所i蜥から

率先蚕襲範，営業活動を統制していくことが大切かと思われる。
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他の一つは，噺欄査からみたかぎりでの将徴は，－O－…．　v：の繍猟轍剥L単鏑層考鋤間

があまりにも小刻みなことである。もつと，集中的に時1削癒／卿llす厩方が効樫毫的ズ：くよう

に思われる。

　つぎに，経理課の時聞調査系ll課をうかがうと第9炎のとおりであ塩粛論理課には第9

表に記してあるように，統轄。統計係・会計係・元帳1系゜売掛矧収係”lll〔掛支出係の7

つの係に分けられているnとりあえず，時間調査か彦⊃みられ聚⊃問題ノ｝Aのみ靴かかげそllと

統計係と会計係について，つぎのような濤蹄点があげら堤七為。11、っとも，このよう獄1潟題

点は，1削欄査のau，il，itからのみの提雪であるから一端肋改醤にあたって臨さ政鵡

多而的な視角から，さらに検討して木質的なもo：）を拙婦し，遡確な経’剛支il1閥拶夕熱て改

蒋に移らなけれ、ぱならないことはいう霞でも蹴い。

（1）統計係についての問題点

　経；哩課と，各部門において統計癒とることは二煎であるn’をこで，統計係≒踊幣：哩1・：　・，・ll

とめるとか，：部11「1に霜とめそ6ようにしたらどうかと思われ都n霞た，この係の：時：閲1’1勺ほ

かなりの負担であるnすなわち，毎iTI同じfil二：巾：であり，そのうえ，その1’1のう’計’1噛㍉飛

衙的に処珊しなけオ1，ばならない内容のものなので，嚴休みもとれ，ない状愈llであるnしか

も，糟宿度を要賄される業務であるにかかわらず，作粟に蕊われてし霞つて，検討し，

吟味するための余裕が見出せないこと1’；1：大きな澗題といえようΩ

（2）会計係についての闇題点

　①　セールスマンの帰社が午後5時30分頃が一番集rl・1するため，それ以後か蔭f団1：が

多く，況乱が生ずる。セールスマソの帰社時を午後5時頃にしてほしいc露た，セール

スマンが帰社したらすぐ諸：誤1：類を提出するように指導を鼎む。

　②イ云票（ぼ1金）の提出は現在／1二後4i晦30分となつているが午後21脚0分にしてほし

い。とくに通勤定期代金の講求がi歴くなるものが多く，作業に混舌Lが生ず；」oさ1・；）に，

検収課の時間調査の結果をみるに，第10爽のとおりで，この結果から，つぎのよう職諸

点が理解される。

①仕入検収，米検収管理は本質的には1司じことであるから，とくに仕入検収の方1：二重

点を概いて仕事がなされねばならない。

②セン「ド・バック（send　back）｝こついては，返品を扱うという方向よりも，いかにし

て返品をなくすか，という問題解決のための係であつた方がよい。

⑧　主とした分担は規定されていることはよいが，時閣調査の結果からみて，検収課全

体として平均した仕事分担にしたらどうか。

④事務係2名について，たまたま時闇調査の段階では，H？が身体上の欠陥か肱2

名ということになつたと思われるが，1人にしぼられないものだろうか。既述の経理の

買掛支払いのなかに含まれるメー一カー返品との関連性も考‘えなければならない。

⑤仕入についてはメー・カー一のみでなく，市内仕入についての分野も担窯したらどう

か。

⑥未検収管理については，ほとんどが「メーカー・からの送りつけ」と思われるが，「メ

re Jーからの送りつけ」については，　N社の明確なる態度が示されれば，米検収という
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会計元帳33
その他一一一・般管理16

K51　　曉又　　歩ミ　　方竃13

教育・指導8

支　　　　払6

予算統制6
保　　　　管4

支払実施3
返　　　　品2

回　　収　　関　　係2

企　　　　画2

潔：類　保　管2

売樹り処理事務1

闘収事後処理1

採　用。福　利1

　　　607分

G，　　　　　　　G，

予輔幽鱒紳・畿
会計元帳8i

企　　　　画4

給与保険1i

在庫管理1
販売促進11
庶　　　　務1

485分 479分

G4

GII

売り掛処理事務55

会計元帳29
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その他一般管理．7

現品引取1
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教　　・　1一旨　・　Ti）Fl9

回収事後処理4

539分
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会計元帳37
回収事務処理4

回　　II又　　実　　方色　2

その他一般管理2
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売り1卦処理事務61

会計元帳32
闘　収　実　施4
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その他一一般管理1

477分

Gi，
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会　計　元　帳94

回収事後処理6

525分

G6
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会計元帳98
その他一般管理2

485分
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売り掛処理事務61

会計元帳36
回　　　弱又　　　3ミ　　方琶　　2

，その他…般管理1

　　　　　　％
売り掛処理事務60

会計元帳32
回収事務処理5

その他一般管理2

回　収　実　施1

470分　　　　　　471分

G7

　　　　　　％
会計元帳74
教。指　。研18

図　収　実　施7

その他一般管理1

466分

G16

　　　　　　％
買樹処理事務31

」教　　　　．　　　非旨31

支払実施29

会計元帳8
その他一般管理1

予算統制1

451分

Gs

　　　　　　％
会計元1隈87
売り掛事務処理12

その他一…般管礫1

460分

G17

G，

　　　　　　％
売り掛処理事務98

その他一般管理2

GiO
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売り掛処理事務84

会計元帳13
その他一般管理3

472分　　　　　　460分

G韮8
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支払実施631その他返品40
　　　　　　　L
買掛処理事務33i貿樹処理事務39

その他一般管理2i予算統fis　16

現品引取1
P現品引取・

教　育　指　導1iその他一般管理1

1書類保管1

G19

　　　　　umft6rm

買掛処理事務50

支　　蓬ム　　づミ　　方鮭3g

その池一般管理、7

配達処理事務3

予算統翻1

　　　「　
tt

@　　　　l
462分　　　　　　459分　　　　　　471分

tt @…　　　　’売　　り　　掛　　画　　瞑　　係　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　　　〔備考〕（1）GrG1，は入名。　　　　　　　ω教は糖・指は指導，研lk研修の略字・
　　　　　　（2）％は機能別の使用時間の割合の単位。

　　　　　　（3）分は一日平均作業時巨ξゆ単位。

：一　　　コ　　：一：　　　：・：　　一一→1←　　　　　　　　一一胃　掛　支　出　係　　　　　　　　　　→
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第10表　検収課の時「1刊調査結果

人引　II・

機

能

別

時

間

割

合

1－ltlI・1・aII－1・・lH・「　丁
　　　　％　　　　％
仕　　　入50返　　　品96

一般管理46仕　　入3

返　品4㍉呂肩紫1

　　　　％
仕　　入90
生論・｛撮6

阪売促進3

配　　　達1

　　　　％
仕　　入74
返　　　品9

配　　送6
㍉轟・繰6

保　　管2
些般補｛2

部門仕入1

石1縣659分1・7・分1473分1・88分

仕　　　入74

返　　　品24

竺轟識2

％1　　％
仕　　　入98

返　　　品1

回　　　収1

459分1475分

ことはなくなるのでは庶いかn－・11頴勺に未検収に入り，再び返品されるという性質のも

のであるならば，N社にとつてもメーカーにとつても何らプラス・干二なら販いのでは庶い

か。それに伴う伝禦やその他作業だけ無駄である。まゾこ，rlJ　一・デックスにく）いてのll皐閤

調査結果の第11喪からはつぎのよう獄ことが指摘でき、1：う。

　①カーデックスについては，記帳作巣が霊1木であるが，それ以外の仕入，返品とい

う作業については，訓唖ミという作・奨に1辮鞭2嫌さないという範囲でなされることが繋

窯しい。

第11表　カーヂックスについてのll寺間調査結貝匙

＼一廼靴・－1（・K－K・Pく一K…・・－K・
㈱詳製肥1藤副騰・順釧雌湘・囮茂副鯉剛農薬ヒ・窪
配｝矧」係177％1矧6・％i吻・・％16，L％1・・％1・7多

仕　入11611・1・・1211・・1・・1・iil・
返　品1・1・11・1・11・111・11・
受　注l　l・1・i・1・11［　1
その他一般1・1・【　i　illll・i
部一副1［・111　i・I　l・1・
その椰搬l　l・1　1　1　1　［　1
回　収l　l　l明　1」11・1
鮮H乍成l　l　l　l・L⊥」　1・
支　　払1　1　i　1　1101　1［　1
保　管l　l　l　l　l・1・11L2
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　②一「瑚・1座つた胴三の作業であるから，精袖「1勺，肉1木的にかなりの1｛1三迫が考丸られ

るけれども，そういう観点からの休憩時闇のとり方，気分転換のツ∫法など慶1杉えること

はどうであろうか。
　⑧なお，他の時闇調査でも述べたけれども，能率的にカ・・一一デッ〃ス顧｝ill1隈するp・・ttt－：ノノ

法として，重点品同別にすることも考えられたらどうかと思う。

④最後に，できること舵、1，・11i’，’（ll　lii’L　fJXつねに実で薩と折デソ似卿11枇が価

ようにするためには，記帳作粟のみに：i！i：念し，余，力を実在庫とのチ・r一ヴクに向の’島れ・た

らよいので隠：ないかと考える㌫

　ついで，グイヤについてび）時開調査結昌とは第12表のと；！邪）であつて，つぎのよらオ戚こ二

とカミいいうるo

　グfヤ本来の槻能からみれば配送，受注，返品が任務である。ところが時間調査の結

果から，各人とも仕入に関するi劇lllが多いのが「1立つ。これ1・二ついて，市内仕人θ）現状

を調査対象期悶として昭和40年11月21「1～1（）1．130「1に“，いて」5』察すゐと，¢）ぎσ｝よう賑

ことがいいう為o

（三f）まず，附喪5からドー・剛物納仕入糞蝋徽は2蜥ω‘’榊撒1蜥）で1砿，㌔

　　　　llt上記22・［q・の数字ひ靴入騨から算lllし燃ので繍・う㍉・t・”・・c　－xt　ill　’lt［1　elr－　，11　；i：，・1・瑚W真

　　　　つてViる6
⑭つぎに附表6からわかるように，rl坤，　z，　va。1ナベリソツ・…一・“・s　一，　［「融

葉品侵野営業戸斤，中，砧爾1誠堂1・二はfl卸lf：ヒ人に行つている。

　⑳最後に，仕入品日は附喪7のとおりであるが，仕入商品を分類しでみると，

　　⑳一1　ツ葦期白勺にfi二入れ70もの

　　◎－2　不定期的に仕入れるもの（必要に1芯じて）

　　⑳一一3　N社で扱つていないもの

　　⑳一4　N祉で扱つているが，受注時に品切れである

という4種類になる。

　このようなダイヤマンの活動にかなりのウェでトを1、貯めるfl：入作業については十分に

第12表　ダイヤについての時間調査結果

＼遡繊
　機能＼＼・・、s

Mr

で一焔帯内・・一梱・・引蜜寧饗脚・弓
M…M－M・

π痢　59％1 54％

受　　　　　　　言コ；i　　　　　15　　　　1

仕　入1　17

・・1

74ｽ．1

19

80％

M・　iM・

レ・－
　　46％

レ1・一一・

　　　　　

1　　　呂9％

「’　13　「嘱i『 ?Q，＿一．1．一＿

231　・1　・
返　品1・1 t

回　収1・1
その螂搬1　・ 1

11　2
2・1

1
1

3

8

1
t

1

1
1 ［　　l　　l
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附表5　ダイヤ月日別仕入ih：数　　附喪6　ダイヤ仕入先別時期別仕入回数　（40．10／21～10／30）

月

日

10．21

　22

　23

　24

　25

　26

　27

　28

　29

　30

一一

平均

延

軒

数

22

17

11

0
24

28

24

28

18

21

22

突

盈

軒

数

11

10

7

0
13

17

11

12

11

10

11

月

「

ヒ

入
先

10．21

　22

　23

　24

　25

　26

　27

　28

　29

　30

同』i当

り剛数

図　マナァロ内宮中玉高栄森明小ナ中提ソ赤

∴殊蹴糠永講灘1羽

2334411111　　　　1
351311　 工　　 1，1　 1

22111　　　2　　　　　　　2

44313工　11　　　　　211　1
433131　 2　　 1　 1　　　11
33352　　4　　　　　　1　

1

82354　　12　　 1　　1、　2

1　　431　　12

41542　　11　　　1
（4）　　　　（3）　　　　（3）　（2）

3。4　2・932・31・7

（備考）上の表から1日　〔備考〕一日巌り回数の（）の旋掌：は小貌1慧を切上げたものである。

　　平均1iM：に対し2
　　回仕入のために行
　　っていることにな　　　　附火6　（つづき）ダイヤ仕入先時期別仕入llj1数
　　る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（40，10／21～10／3〔｝）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（

10．21

　22

　23

　24

　25

　26

　27

　28

　29

　30

11

10

7

1　　　　　　　　　　　　　　　13

1工1111　　　　　　　　　17

　　　　　121　　　　　　　11

　　　　　　　　　11　　　　12

2　　　　　　　　　　1111　11

1　　　　　　　1　　　　　　　　10

鯉

瞠
紬

講

魏

鹸

讐

繍
黛馨

レ繍
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　　　　　　　附喪7グイヤ松本市1樹：1：入先商品別イ，1：入昂：状況

（その1）剛・職平商∫1腔　　　　　　　　　　40・lf晦～10／3（）

品　　　名 隔じ・嬰

ノイトv＝ヒこノ
アポプレ1／　ヨ　ール

ジギラノT一ケン　C

フ　．ス　タ　ミ　ン

フスタミソマデイン

H腫鉛質酸軟「1’i；

ア　ジスチソ
ス　ノレ・も　ン　「アー　一一　ノレ

ナ呂｛　　　　イヒ　　　　　ソJ　　　　　リ

ガンマT：1こノP
：1：ノし’：“4！リンノ

アペトソデポー・一

イノレソiピ’リソ
vr　　　ノレ　　　71ミ　　　こ／

一リー　t－一　　ソノ　ネ　　ッ　　チ　　こ／

トラソ：1パPル
ケ　ミ　セチ　ン

ト　ロ　…一　ム

ビ　カ　・一　ル

才　ぺ　1・1　ソ

ズファ＝ラソ
チオク　タソ
チsuコラB鉄
、ネオネオアーセシソ

イルガピリxシト

ネオギフPン

5A
5〔〕｛〕「．［rL

2×50

50A
51）（壌

5f｝09

500　g

2（）0’v

f）eO　sr

looo’．r

loo’r

50mg5A

　3×5
2．昌μ20×50

240

60T
O。　25　g

100T

loo　sv

soOA

10A

1％2砿
1｛）（｝cc

2号10A
100T

1．5×10

王Q／21

1

1

22i・・

1

1

1

1

1

25i・6・71・・

1

i，

1

1

夏

5

3

3

互

1

1

9

：弗0

1

1

1

3

1、

一一29i3・

1

1‘，

1

1

5

〔備労〕（1）入札による調製品は別として，煎取りメーヵ一品で～もるのにgN社で品

　　切れたために仕入れたことについては，二度と繰返さぬ，1の対策をたてね
　　ばならない。なお，このことカ・ら，N祉の・tt・・一ルスマソがflirでも受淀す為

　　という態度は一考を要すると思う。
　　（2）仕入原禦より集計。

（その2）脚

品　　　　嶺
＼＼、月旧

z亟卜1°／21 22 23　　25 26 27 28 29　　30

@　　　ρ昌
円「了h， r　　　　　　I　　　　　　l 　　rh 1 　　　P戟@　　　　　響

アスカリケソ　75円

ロイナル35　g
都　染　藏　接　 15　g

都　染　庶　接　 晋

都　染　幟　接xeンジ
郁　染　酸　性　 黒

都　染　直　接　 緑

5

12

G

5

12

12

12

12

：鑑

9　　2

6

6
i
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都　染　直　接　　紫
都　染　酸　性　　赤
都　染　酸　性一zンジ
都　染　酸　性　　紫
都　染　酸　性　　紺
都　染　都　株赤　　茶

都櫓酸i生フジ色
都　染　i慮：　接摺1　　色

都　染　直　接　　茶
都　染　i芭　接エ　ビ茶

ソフトミこ／　50
1・　　　　；e　　　　一リゆ　　　　ン〆　　　　1000「i、

ヘルミノツク　大型　　30g

ブルreX器器
聾虫ブ」ミノモト　 400

カ　ヅ　・ヒ　ル　No．0

ハイアライ青箱　 】．50

ブルPt　XII容器　　　150

乳頭保護器
弓血　　ブ」　　美　　？Cili　ブし　　　　450

10

1

5

2

1

6

6

8

3

6

3

3

6

2

2

6

　1
11十1

　2

6

3

3

（その3）　ナペリソファ・一・　’vシー

品　　　禍

（動）レパチオニンC

ネマセスチン
動ナーレオマイシソ

　　　〃
ホワイトライオン

半　練　歯　磨
タノミコライオン

上　　質　　塊
マ　イ　ペ　ッ　ト

グリーンサンスタt－一

デズニーライオン

ライポンF評傑

花王石けん
デイルマツクス液

大ジステンパック

ミツワソフトラノリソ

タバコライオこ／
オーレナ乎L房・多ミ蔓欧こう

ホワイトライオン
ミュ・一一・ズ石けん

テ　ラ　エ　ッ　グ

ネマセステソ
ニュ・一・・ビP・ズ

藏畑1・／aj　221・・1・・｝2612712s

20×5

10T

25＆

10　g

200

50

120

30k9

500

200

100

6入

250cc

3入

200

79
100

50

0「00　9

6T
500

3

10

5

1

1

1

1

5

2

1

1

1

6

3

2

1

1

1

1

10

10

12

・・i・・

1

1

2

2

3

2

1



50　　　　　　　　　 宮坂jE泊　　　　　　　　
No・5〔｝

（その4）　日独薬品

品　　 名 叡月1三撃戟@1・／21

ピリグラフイン
プpaル　ト　ン　D　P

プ　　ロ　　ル　　ト　　こ／

ウμグラフイン
シ　エ　ロ　ソ　ニ
フ　　コ』　　リ　　ク　 ー　 ノレ

フa @口　　魂ご　ノレ　｝1次　艇チ

デキサシエロソン
ヒスタクール訓戸チソソjlrk；1’S：

ピ　raプチソ
エン〆ドグラフイン

ヒ　　 ス　　 タ　　　 ク　　 ー　
ノ

レ　　コ　　戸　 ヴr　　 ソ　　 ソ　 Itik　’ ｝tl：

ヒスタク・一ル散
シ皿ロソンF　（眼）

ガストμグラフイ
ヒスタクー　lb　：’：一チソソ軟F島；

フ．eリクpmル

ドオギノy

5％5A
125　g10A

lOO　g　10cc

6％5A
50mg　20cc

　25QP
　7．5g
O．「Jmg　1000T

　1009
6T×5

70％5A
3g×20

100　g’

　29
1〔〕Occ

109
1000cP

　10A

1

1

2

2

2

22

2

23

2

25

5

1．

1

26

1

3

1

27

1

28

1

2

1

5

29

2

3‘｝

1

1

（その5）中島尚誠璽凱

品　　　者

カバーグラス
キ　ル　ク　栓
ゴ　 ム　 管

カ　テ　pa　ル
膿　　し　 ん

滴　　ビ　　ン
エネ・マ　シ　リ　ンジ

キ　ル　ク　栓

聴　 診　 器

予　 防　 衣

白衣’女子用

噛＼一，．N．．月口

容：1癒癒1°／21

5009用
1in

8号

　rl1

茶30cc

200cc

大

W小

2

22

200

23

1

1

25

1

26

1

1

27

1

1

50

1

28

1

露9

1

2

；5（1

1
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（その6）E］．　：一

品　名遍一理t1・／21i22［23レ・126囲・・i・・1・・

強ヨカールF
蜂　　　　　宿
ケントク白木川
セ　　ン　　ブ　　リ

ゲンノシuHNコ

サンテドウ
三　　黄　　丸

　　　〃
ク　コ　の　実

ベ　ル　ヅ　丸

　　　〃
ブ　ル　N・　メ　A

ダ　イ　ホ　ウ　木

コr・・ルタP・・ル

桃　　　　　源
人　参　実　・彫　散

1三1洗ホウサン
人　　参　　宋
黒　　　胡　　　 鳥

シ　　　　　　グ

の　べ　も　ぐ　さ

温　’災，　も　ぐ　さ

三　　角　　布
サ　ン　ボ　ン　F

ミ　ツ　ト　ソ　液

省　　　　　　　膏

菱LLIグリセリン

600

5009

　11
5009

5〔｝09

250

100

200

　1k繕

500

1000

　60
5〔〕〔）sr

　181
200

100

　3〔｝

100

100

5〔）Og

　50

　百匁

5009
180

　60
500g

2

1

1，

10

3

5

5

10

1

2

2

6

1

5 5

10

10

2

10

1

2

1

20

2

7

1⑪

2

5

25

検討されることが大切であるかと思う。

　換君すれば，現在の市内li：入商rVl趣，（i）tj：入をやめるもの，（ii）常備しておくもの，

（iii）今後も市内仕入れにするもの，というように分類して，さらには，仕入作業を専門

に行なう人をきめることを考えねばならない段階に入つているのではないかと思う。

　さらに，化成晶事業部にoいての時間調査結果は第13喪のとおりで，この表からわか

るように，この部は多くの課に分かれ，N社としても重要な部門であつて，十分の検討

を行なつて改善しなければならない。いま，その若干の闇題点をあげるとつぎのようで

ある。

　①化成晶の場分は，医薬品と異なり，品目別に担漸が分れているために，抵当地域

はほとんどの課が県内金地域を担丑iしている。これについては能率的訪問ということが

検言寸されなければならないo



52　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’fh’　坂　　ユ1三　　iTII　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N〔｝冒50

負’513表　　イヒ」戊1冒1訓芝の目浄mll凋望芒条巳聾f胡亀

（イ）　オ公フト訂ヒ月史1粘｝課　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1コ）　堵公ン牧鍾ミ刺養果

の
、謹’Nl
受　　注

1川　　収

♪とc　　¢）　れ』

計

73％

14

N，

65％

i6

13　　19

100　　　　100

Ns

67％

18

15

10〔｝

・、課平均　癖轡「

4卿・…％　受？・・｝1

29

22

100

20．1　　　　　　　　　1璽lll　　　　llYC

19．2　　　　　　7C　a）ttL

100．0　　　　　　　　　　　　言卜

工）1

6〔｝％

25

15

10〔｝

L）　，，

58％

を盈5

　7

100

、P　：1

｛う4％

26

「1G

lol｝

i湖い1’dS‘」

｛｝5。s％

20．（3

　11・魯畳｛ナ

1｛翼｝，　｛｝

（iN）　イ公：本i没側藁果耳冗翼」　　　　　　　　←）　：｛公ンIV一ダム｝課5四’匂　　　　　　　　⑦ウ　羅公ントご珊蟻武i灘

磁興
受　　油

回　　収

その他
亙巨11111寺：1副

’をa）．fUl　a二）

tS｛lfllliil？Nl．｝］

計

一一蜘
hlNi－」’eU

、伯三遅窪11豊」葺1

51　1分

17

69

229

割　膏　　繍が週坦

59，〔｝％　　　　　受　　　　？韮

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作描繍｛型．、．鯉　　撫罷、葉四

　　202ク＞　　33．o％　　　　　曇乏　　　　i／主

2．O　　　　　　lril　　　IE又　　　　　56

8．O　　　　　孝女　　　冒誤f　　　　12

26，5　　　　　　；を　の　f也

39　　　　4，5　　　　　　　　言卜

865

343

613

9，1　　　　　　1i蝿　　　　ll文

1，9　　　　　　　そ崎　の　fUl」，

56。o　　　　　　　　　　．i’st’

10（｝。〔｝

100●0

｝・1；脚騒｛’1’“1，ドr

8　　，核｝効ぐ食1鴇ii果　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ト）　著公圃～こ包撃右諜

融哩胆

受　　iE］三

33Gク｝

91

68

495

回　　収

その他
：1／lrl，：lit’nllil

；rl　o）f也（～）

鷲「…｛lii・1｝’？i冒u

計

G8％

18

14．

100

t－一
勛黷?h」るj

f4：三深寒llJj諸昌1

319分

78

73

200

156

484

割　合　　　　　　　　　　　　　塵態：！望当蕉暴i違鰯，

66％　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　受　　　　1主

16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［引　　　　叫、～ξ

15　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　そ　0：）　iLli

41　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　正鉾pl・1［1寺傾1

　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」乏・σ）f也a）

32　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鷲‘…｛庸lrか隅1

100，0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　註卜

　　　　　　㌔1爾　　　ii・

385ク♪　　　　7（う％

46 1｝

76　　　15

225　　　44

96 19

…i1。・

㈱畏野理試課　　　　　　　ω．1ヒ成品課のその他蝋三業時開の内課
＼、、～」i・」鑑慣】

極隠爲旨　　、＼．．．

畳　　注

回　　収

その他
1：巨卜．1・Illl！il「背｝

’”bのtiL　db
鷲【i耀童il与1削

計

一紬
P’1ふF」勾

f含：袖業i｝｛訂践1

310分

割　合　　　　　　　磁製、堂逝

64％　　　　　　　　　　　　　酉己　　　3遺

138　　　　　27　　　　　　　　　　　　　　itt　　　cki，T

25

125

133

492

6　　　　　　　　　計

Qエ

3％

0

3

Qe

11％

4

15

Qs

11％

6

17

Q｛

1・1・％

1

i羅誉5ド∫も」

　　9，9％

5．Lt

15　　15．1

26　　　　　　　　　　　　　　　（備考）　　f乍；業ll寺i謝禽「言i■を100としブi：　，1、易・台の害ll’i’／i

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ（1「三セ）そ缶0

29

1〔｝0
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（ヌ）甲府蝶所嚇蹴1脳1裸ω新潟営獅fの酬1調鶴果（ヲ）直江警臆業所の時聞調査結果

齋i－ti遡曝翻割合　而遡1膵暴瀦卜馴合　灘己鯉｝繰翻凱允

受注1239分154％受注［・・7分1・Lg受注L　385盆1・・％

回収171116　1・L璽i1・1」肱旦収1丑てLL
石π「13・1・・　その他11・J2　138　そのf・1・・［11一

諏欄i143「愚丁・；ltl，中時闘i・・L13…i紳劇LLI　I・1・・

壷繍1璽」23・・鰯㈱1・6119鰯蹴11・・1・些
・一・…，・1　11。…　卜1・・611・。jL1．一照L璽

一一一
　②二，三の担当者については｝訪問件数，販多害高ともに，かなり低いものが見愛けら

れた。これは，他のセ・t－’ルスマンとしての志気にかなりマイナスのij　iの影i欝があるのて至

はないカ》と思、湾）才しゾこ。

　③　担当範囲が広範囲であるために，販売そのものに嚢される時開よりも，車中時間

にかなりウェイトを占めている者がi多い。

　④採算性からみて，検il寸を要する個人口座が多い課があつた。

　⑤化成品部各営業所についてうかがうと，「その他の作業時間」すなわち，仕入・

配送・返品の時聞やその他の準備時闘力二，全休の作業時間のなか｝こ占める割合の高いの

は今後何等かの手段を講じて改醤しなければならない。

　さらに，医藥品課の剛翔調査を行なつた結果は，第14表のとおりであつて，これらの

表からつぎのようなことがいいうる。すなわち，薬周，薬店向も，医家向もすべて同じ

く，作業時閣も畏く，過労に陥りやすい。また，出発前準備ll翻llの長いことが目立つ。

これは，実質的なセールスに大きな支障をきたすから抜本的な改善策を講じなければな

らないと思う。

　とくに，この医薬品部の薬局，薬店関係については，つぎのようなことが調査結果か

ら把握され，今後，大いにこの改善を試みなければならないと思う。

　①作業時間は規定時間を大きく上廻る。

　　　　　　　　　　　第14表　医薬品課の時間調査結果

（イ）伊那第一課　　　　　　　　　　　　　　　　　（ロ）長野第一課

繍匿鍵蕎iR－・・1・・課鞠　機rl旨担当者ISIS・1・・課平均

販売腿1・3・4％1…％11・・3％111・・％　受注i・。％171％166％1・2・・％

その他1・…％1・2・・％ia・劃．鯉堕　圓」12411，1　11gl16・・一

藤翻丁574分「翻｝［・・2分｝・・3分　その他11・1151・i2L・
　　計　「100・・％Ii・…％11…（｝％［　iO・・0％　　計　映110。11。・1・・…
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　これは，仕事の性格からみて，とくに薬局，店という末端に繭二接結びつくためのもの

と考えられる．敷詐業1馴力環く嫡駆1とレd醗ll寺が鞠して遅いことガ1調ゴ謡

結果から明らかとなつた。

　②　回収峙間の全体に占める1尉合が高い。

これは，従来の回収に，メーブ・一独齢いわゆるMSC・SpS・ll・ク桧゜）　椒力二1　1

したためである。とくにこの場創こは，匝1収のある鰍が多1・・ということである・

　　第15表濃薬音　のli寺1凸1調査結果　　　　第16表顎ll　の時闘調1酬1果

睡『劉一噸際霧　璽望ピ並ド⊥量1坐螢

蒲r収11・71・8．・　園ii・t　124　12gL滋．L靴．
一“xcの他「・・　11汀　その仙Llg　L鑑L紺＿蹴
車中ll緬r「玉砺下32．・　計⊥1・・L浬．⊥一難上．郎｝　．

錨斑鉦1・z」一⊥．．

　　　計t58・11G…

象た，丑繍驚ついての時1欄査蘇は，第1昧のとお歴あ’・）　FC　7つぎのような問

題点が指摘でき，これらは，各視点から研究し，その改蕾に努力しなければな筋ない。

すなわち，

①縮蝋1力服瓢鞭もあつたので諸分野で高い数物肌たが，とくにllll収

の作’業ll寺間が高い数字を1示した。

　②担当地域が広範囲であるため，車中時間が・長い。

　③他部門に比し，荷物の積み降しに時間を多く望駈している。

最後に，写鄭llの齢1調査の糸裸をみると，つぎの第1厳のごとくで，この表から1・｝』

二つの問題点が指摘されよう。一一・一つは，各担肖者とも経験が浅いのにかかわらず，損当

地域，担当件数が多すぎるように思われる。他の・一一一Lつは，露視地域については，時糊的

な能率をはかるため，重視しない担当地域との区分けが必嬰かと思う。

　（3）機能別営業費の計算結果と財務政策

　　（A）第1段階の分類方式による機能別営業費

　さて，上述のような準備作業と，出金伝票や各機能別ごとの機関の調査な応び：に時閣

調査の結果から溌生別営業費力・らの機倉捌なそれへの配1剛灘を灘しそれド・酬…

準を用いて簾ごとに計算を行なつた．第1段階としては・調塗蚤糸謀からの賦課埴準で

もつて，機能別営類の累積額を得て，その轡恰を出した謎をの糸裸が第8図（その1）

および（その2）であつて，前者は昭和40郎7月分の調査結果をり垂li礎1こして欝た吝1捌機能

別営業費割合で，後者は昭和40年11月分のものである。

　この第8図（その1）および（その2）から，全社的にみて，つぎのようなことが理解で

きる。
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　　機能
仕　入

@　　帽

保管 受　霊i三 配送 1璽1収 支　払 返　品 ｛直　引 一・・ ﾊ管理 合謂’

全　祉
（％）

@5．4 2．0 28．8 17．7 7．1 0．7 0．9 0．0 37．4 100．O

農　薬
6．4 36．9 28．1 8．9 L2 18．7 3．3

，∫　真
5．5 4．3 59．0 9．9 12．0 03 LO 0．3 7．7 2．1

化成品
10．5 1．9 33．2 ユ5．2 5．7 G．3 0．5 32．4 36．D

医　薬
3．0 0．9 47．4 15．5 6．9 0．1 1．2 0．1 24．8 28．5

管　理
1．3 3．3 2．1 22．7 7．9 L8 1．．0 59．9 30．2

％403020100

削合

@　機能
仕　入 保　管 受　注 配送 測　収 支　払 返　1蹟 1直　引 一般管理

第8図（その工）　部別機能別営業費割合
　　　　　　　　（昭40年7月分）
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　　機能

煤@＼
｛」：入 保　管 受　注 配　溢 回　収 芝：・｝ノ、 返　Ill㌔

　　　闇

?ｼ　引 舵管理

全　　社 8．3 1．7 25．2 17．7 5．6 o．6 ｛L7 4‘｝．o

イト計

股 L8 43．4 13．7 1L9 o．2 O．5　　昌
2．8h　　　　r

写　　、ず‘
8．5 41．3 12．呂 1｛i。7 1．・奮

P　　｛｝．2 ，脚

19．3

化成晶
12．7 1．8 3⑪．6 13，（［

■5．6　　酔
｛｝．3 ⑪．3 35．4 34．｛｝

医　　薬
6．3 0．1

　　卜

T0．6 7．9

曜　窃、3

o．2 0．呂

蜘　　　　　　　　　　1唱

@　0．1 27．4． 23．2

管　　理 ；　5．6

｝　　2，7

2．0

曜　28．6

4．2 1．1 1．5

彫54．1

37．4
り

7　％　　401　　30　　　20　　　10　　　0

　／

@多

@　Zz

ｯ笏，％ノ

笏

笏
z

割合
仕　入 保　管 受　～霊 配　送 回　収 支　払 辺　品 fぜll引 ・一 ﾊ管理．

賀事8曝1（”Cの2）　　音豚男1」　手幾倉旨男ll°k’｛．叢至量ll／／ll蜜穿

　　　　　　　　　　（rl潟稀…040嚇三11Jl・多〉）
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　①管瑚1費（部門笹王iilと全社管理とを含めたもσ））の経峯llに占める割合力X37％～40％

で一番多い。

　②受注費が配送費にくらべて多い。

　受：tF1三活動と配送活動とのバランスがとれていないのではないか。しかし，これは金額

層的にみた場合のことであつて，実際の活動では，現状でも配送活動が十分満足できる状

態であるのかもしれない。この点には，かなりの検討を要する。

　③値引（対得意先）活動｝ま，金額的には，ほとんどあらわれていない。これは，こ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の活動が経費の而から嚢父値化しにく

　　　　第1嚥部別経i！e割合　　いことによると思われる。

誼図ヨ狙肱睡　　 逝④支掘厘踊珈・ついても値

農　　薬

写　　　輿

イヒ　成　品

医　　薬

商品。管珊

弄卜

％　　％
3．2　2．8

2．1　1．9

36．0　　34．6

28．5　　23．2

30．2　37φ4

100・ol　ioo・0

引と同様に金額的にはごくわずかで

ある（これら3項日については，何

か別の把え方が必要ではないかと労

えられる）。

（11月〃〉∫ミ狂1予り13通＝鳶㌃i品｝’fBを象倍i品奮澤閣聾こ入羅㌔てある）⑤鮒咄絶を…％とし燭

合，部門別には左記この表からみる

と，の第17表のように13つている。

　商品部および管理の経理等・一部は

名部門へ配賦さ訂％なくてはならない。

しかし，この集計では，別個にあつかつているため部門閲の割舎の数字はこれによつて

すぐ判断することはできない。

　この2カ月分の集計においては，時間調査から得た1！IU合を用いて機能別配賦を行なつ

たため，両月とも機能別にはほぼ同様の割含凌示している。

　第8図（その1）および（その2）を細部にわたつて各課単位（営業部）｝こついてその内

訳を示したものが，つぎの第18表（その．1）および（その2）である。

　これらのi表をながめると，つぎのようなことがいいえよう。

　①　営業部では，化成品を除いて，受注活動に多くの経費凌使つていることがわかる。

化成品の一般管理費が他と比較して多いのが目立つ。

　②各営業部の経費使用の順1立は仕入→受注→配送一〉回収斗〉返品→一舟貨管理であるか

　ら，課単位，すなわちセーノkス活動としてみると，N社のセールスは，部門の差はあ

るとしても，受注→配送ゆ回収一〉返晶という活動を行なつていることがわかる。

　ここで反省させられることはセールス活動の内容がこのように多岐にわたつてよいも

のかどうか。現状では，N祉的セ・f．．ルスマンはこの表に示すような経営活動をなしてい

るが，今日のごとき不完全競争市場における一？’・・一ケティングの本来の動きとしては，こ

こにあらためてセー一ルス活動の内容についての検討が必要かと思われる。すなわち，つ

ぎのようなことに問題点をもつものである。

　（イ）N祉のセールスマンは，どのような過程鷺経てセールスマソに配属されているか。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第18表課別機能別憎業費

（その1：大分類；昭和40年　月分）
7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千！笥

合計 仕入 保管 受注 酉己送 圓収 支払 返品 1直引
一一・

ﾊ管恐護ll

売上高

経費，　函　　7P　　一一L　‘田」

пv二高
摘　　要

・全　　　祉

　干円15，739

843 314 4，537 2，787

皿一・　

@1，119 109 140 8 5，882

　　殉

Q79，134 5．65

@　「7■

9P

ﾂぎのもの
ﾍ含’f掘1して

｢瓶い
　　　　　　　　一1「

_　薬　音il

h一胃｝

T02
一」一一

R2
一…－

@　　　185

冒｝

@　　141 44
‘町

@　6

炉94 　　　　　「P2，33・1・…　　　　　　　　ρ

　　　　　　　L門唱

e」．」Fh．　「胃一［司用艀．・‘　．叩r一崎

@「，一

@　内．」曜　蹴“・　r　　・需　　胡　r幽■

@　　　　　　　し

“1F“
1老，：糞　部

9「「1鮎」

R25
π「

P8 14 192 32 39 1 3 1 25　16，524　　剛●朋F．u．．1「［Fr．．▼一・．．ヒ

・＿．幽」．㎜．」醒一」FF

1戒価償蝦1亡　層n旧1．「1rrr．「」‘「馬冒酔L’F噛

D火災保瞼料
，ワ　　　　　内肖　i　叩一」L‘

化成品合計 5，618 589 105
　Ψπ甲

P，876 857 324
s

16 　29
ｦL幽「置「馳一

　　1

P「1．L．圃「、1

1，821

D「．F…L一

1．97

S．44

@　．「1h曲
用．醒LP’A．呪「、．、胃n“「L　．1「　T「 i」由「陶F冨L馳「．．1「一冒i ．吊1．n”甲 円 1

「 1

部　　　黛

化成品共通

東　　　京

大　　　阪

新　　　潟
i肖：1．：［沖：

松木工薬
食　　　品

理　　　試

ダ　　　　ム

合　　　樹

．塗　　　料

設　　　備

甲　　　府

長野共通
工　　　薬

食　　　品

　4．38　30

　957　268　　6tl

1，38194　4
　　106　　8

　　734　　42　　37

　　350　　47

11111

111，1

・l／・1

｝ii　1；

　　　82　　2

52

512

48

161

144

121

199

64

73

39

164

45

57

16

122

59

医薬品儒卜

255

1117

322

64

　　5

36

17

　　3

30

　　6

　　2

　4

47

3

40

17

114

29

　8

35

42

　6

17

　2

30

10

i・，44411・・142i・…31

医薬品共逓

松本共通
一　　　課

二　　　課

三　　　課

病　　　院

伊那共通
一　　　課

二　　　課

長野．共通

一　　　課

二　　　課

三　　　詳果

　662

　365

　224

　387

　272

　245

　232

　238

　　244

1，022

　　196

　　206

　　151

122

　　2

　　2

　　1

　　6

　　1

　　1

3

39

14．

　2

7

1

5

3

3

2

0

1

1

4

2

1

408

314

r）8（｝

4．7

129

73

29

25

　　8

　15

　19

　20

　28

　10

　89

　1〔〕

　11

37，644　　3．6　＄・／｝

　　457

凪635
8，88｛i

17，215

11，27岱

5，158

5，277

5，2‘】4

6，567

8，403

　正，871

686i・・5i

118

114

1脚55

312

220

224

84

156

186

150

120

172

92

松木商品部1・，・6・1・・1　・53172

97

　8

　2

　7

　　1

38

18

18

450

10

　　1

36

・国

　2

46

29

23

12

　8

26

21

73

34

15

16

li・・68i　il31g

4

1

1

1

2

4

3

2

5

8

16

10

　3

　　　　支払利，Ll！胞

　　　　割引．料

　　　　　予算イ隅：’こし

　　　　　集詩h

23，2（｝

3．94

3．94

1，19

2．‘～7

1，7｛㍉

3．28

7，31

　1，86

　2，021
4直651

　　　　　！

・［1・1・8112。副、

　　　　541

　　　　　29（69，460）

2　　9　21，911
　　　　　40　　　12，91（～

　　　　　19　11，651

　　　　　　c）　　　　22，E，82

　　　　100（1お，292）

23159605
　　　　　　6　12，㈱7

　　　　287（：3：3，｛／）12）

11樽li

国・7i　il・，・｛al

劃

1駕

1：ll

4．£5

1；l

ll／L“il

［卜一一
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管・・，音【q・・13・ 1 1

特　販11Sll
割　合（％）卜oo・o

1
・1

261

1
ト・・1・・

831

137il 1 …671

・137111
128・8117・・1・・11…i…
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配送準備費
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配　　送　　費 商品部 商品部
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企　画 財務 入　事

1，　691

〔53．5〕
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教育指
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〔淵蝿

企　画 財　務

入事1庶務 教育指

導研究

役　員車　輌場所費

l　i　i　｝　t　　l　I　　l　l　｛　i　l　l　l　tl　i
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発生別

松　　　本　　　管　　　理　　（経理）　　　　　　　　　松　　　本　　　管　　　理　　（検収）　　　　1　　　　松　　　本　　　管　　　理　　（庶務）

合計

　　　　　　4，016
舎　　　　計〔1GO．0〕
　　　　　　i（IOO．　Ol

仕入

検収

支払

注　文　履　行　費　　1　一　般　管　理　費
配送攣備費
嫉1・イ骸揃、

配　　送　　費 商晶部商品部

ダイヤル←ト他事継1鯉費

l　l
I　i

経　理1入件費

　971　3，045
〔24．2〕〔75。8〕

（100．　0）、（100．OJ

企　画 財務 入　事 庶　務

，　　　　1　　　　1

教育導

指研究
役員 輩輔場編舗

1　986
〔leo．G〕

（100．・0）

仕入

検収

支払

注　　　文　　　履　　　行　　　費

配送準備費
嫉1タイ髄揃

，認

配　　送　　費

ダ・ヤレレ刊他

商品β商品部

事務費i管理費
経理 入件費
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（100．0）

＿　般　管　理　費　」

企　画 財務 人　事 庶務
鞘指　1
導研究役@員i車　禰 場所費

　　ii
I　　　　l　　　　i

合計
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〔100．O〕

（IOO．　O）
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淵・・プi聴

配　　送　　費

ダイヤルー　ト　　f也

ii

商品部

事務費
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管理費
経理

1，220
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一　　般　　管　　理　　費
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　　i
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4，434　　　　　　　4，434
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（100。0）　　（100．　O／
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（100．0）

小分・者掛目一“ i　　　lli｛1｛1　　　［1

通・費｛、、llli－t口　｛一（，，lll－ii　l　l　，。、1（1。。　｝－l　l　ロー…目日　1，、，1891ローtt一口lii…（1，7ggt　1　］
水通光熱費　I　l　目口i　一　　同　　
旅　費i謂i　「－　 r　i，，．99　｛　1目ili（，．99（，，．2　　ri　　ll　一一　　i　lI，。。　－l　l　l－｝l　　l，。．　Sl　目
事糊蹟　1。ll　1－i－111（、2181il　　　　　i，。1　（，，．ll］i　t　lllill目一一□、，lll⊥一｝li　l　－i　（・lllll｝
新聞図書劇　「「　｝il　ll｝il　llヨi｝
乎数料【1　1　　「　l　i　l「1｝

l　i　t　　i｝　i　　　［i　l　ll　l　ll　　l　］

交際費（副　　　｝「　　1、1（。§liFlilIiil
厚生熱劃　illllll　　1（欄　【t　li｛i
社会保険織、llll　ilt｝llll｝（調　ll　　li｝
士也代家賃1l　 i　

印刷劃（諭　1！liir｝li（。、111il　1｝ii

1　11　｝　　1　｝　｝　1　i　｝l　　i　ill　i　l
l　l　t　　i　　l　l　l　l　i　　l　l　l　　i　l

（諾l　　i　l　l　｛　l　l　　　i（調　　　1　｝　i　i

（謂　illl　illi1（，．男rl　l「　il
｝　｝　…　　　i　i　l　　　　　｝　i　i　I　i　｝　i
t　i　l　　l　i　　　l　I　l　i　i　l　i　　l　i　i

｛　【　i　i　l　l　　　【　l　I　l　l　l　　l　　l
1　　；　1　1　1　1　　i　l　i　l　　l　i　l　　l　l

雑　熱調　　ltI　il1騰11　｝lt｛li　（。．，1（凋｝ri　｛1　｝1　1　til　l

，，llli　l　i－　　I　I－　　　l　t、，llll　｛　i
（誘　1｝　l　lIi　iilLi（・llL＿L⊥i－i

（、lll　　i！ll　　｛1　　（26慧　ilill　　l1
、。ll一ロー1日　　1（謝　il　　　Ll

（，．ll　｝iil｛I　　l　　iill　（。．191　　1　　1

1　　｛｝　　　　ii｛｝il　　illtll
（，1器一　　i－　　【　　1一口　　1－（1，llll
（調　iiili　　【l　　lI　　li（。器i　　ll

（1蒲　一　　　1　目　1一　一　1（1＞lll－　　i
　　iiiIll！il［ll　　　｝　　l　　　l
　　iii｝lli　　　旨1｝l　　ill　　｝
（、｝91　　－1｝｛　　ili　l（、｝lll！

給　料1（謝1口il　｛　1（lbllll　li　l｛　｛（，，llll　i　i　1！1｝I　i，，。llll　l－　　　i　1（，11111　i　l　i　［illi｝（，，lll1！　il　目・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　il｛｝11lllli！Il　　llll

労災保囎　　　i｝　口　　

1寄附金i　…⊥　　li｝　T　ii－一一＝一一……T…－ri「Il…1下「｝i｝　　1illil　　i　　！　　1　（。矧　……「…「｝「1「in　　「…一「「一，，．lll［；li

1　　　　　…　　　　　・　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　l　　　　　　　l（・）　　　　　．＿L　　　L　　　　　　　　　－　　　L　＿　1　／一＿L－一一・1
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合　　　　計

本　　　　　　　　　　　　　　　　社　　　　　〔教育指導研究（研究開発費）車輔・場所〕

仕入

合引検収

…　i支払

2，283
〔1eo．0〕

（100．0）

注　　　文　　　履　　　行　　　費　　　　　　一一　　般　　管　　理　　費

配送準備費
聖頭1タイ諏揃 一一 @　　　　　　i　　i

配送　劃商細齢部
ダ・ヤ1ルー・陣騨鰭環

経理 入件費i企　画

　　］

財務 人事庶　務

i教育指

導研究

1，978
〔86．7〕

（100．0）

役員 東輌

　133
〔5．8〕

（100．・0）

場所費

　172
〔7．5〕

（100．0）

採　　 用（1，？9曳　1　｛　l　l　t　｛　｛　l　　　l　　　l　i　｝　［（18§薮　 t　i　＿
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・・一ルサーベ・、，．ll　口1ii一一　　ll一嗣一

雰減価償却纂（，驚一1口111－　　i－　　1－／1・調

車　捌（，團　　1ロ　　ーロー昌　　
1（1・澗

（備考）〔〕は横欄の害拾，（　）は縦欄の割合を示す



第20表（その3）農薬・、：真（特販）・化／鵡讃事業部の機能別営業費（N社第36期）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第20表（その4）　医薬品事業部の機・倉旨別営業費（N社第36期）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（」導イ立　：千F∫）

＼L計÷詰蓋∵一一讐，、売…部賞門部門陵文難行　腿i

＼
＼

支払麟鰭系）掛餌1・圃旅彫の紳ト；・｛・

．検取i　　　　＿ハ　、、　　　　　　　　　　　　’

合　　　　　1汁l　　　l　　I　　　　　l　　l

i農薬事業部3罵128レ523758291138
写蝉業綱・，・8・153641i　15・165い・8 3

促進劉事業費懲理費i愛7，嫡
i　　　I　、

（特　販）1998 巨5・

i　i

2，094

1，597

322i・・1…

282i

・冒235165」 i834137
171　4
　　」

3

化成品舗1・・，・・2．

｝Fテi～　　　　　歪ミ　i　　2，361

1，400i　8，809
　　　　　…

1，・…，5412，14・i2971　17・6？，2　1…3・

　　　　　i　i　　　　　736i

i1・1

　　　　　i　　　　i

2・747i8・784i

・1，625］

その他i

場所費

1
68・1

127

10

9

化成晶捧こ部1　　　1 1 1　1

6

東　京・・866「“・，7gl　376i・

大　　阪1
新　　　　　潟

　　　　　1

1，037　　　　　　　　　墨70　　　　801　1
　　　　　　　　　　　I　　　　　l

4，599　　　　651　　6151　　304
　　　　　　　　　　　　　　　　　E

440

・…11　1・785・

i　i　l
2・・1ト・，・1618ggi　1・152　　，

，36ii686
261　11・62・

42i　121
　　｝　．＿

139

・，718　11，3327・・

直江津i・・…i　・・2

甲　府11・391il2い・・1

長　野（計）i3，429931，・38

　　　I

logi　121
1　　932

・1　1　戸8・

117

28・i・・1248

、5・・1，gsl

1共　通巨…6i93il1

1，・64181

11・786

i　　　．　　　・　　口　1　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　｛　　　　i　　　　l

化／戊馴1・304　1727　…3901241

＿鑑一晶i…113ni
松　　　　　本（計）

共　　　通

15，558

6，608

1・　226i　・・1・・ii・・8・

1，226 111　1，080

16・1・・1

3・156い・138

，121274

49

」、，241

1・・5

化成副1，63・

9，528

1，・・刻

163gl　i576i1・gl

玉43

52

1…1513i
　　　　I

333i　491

11

445 660

1・・1i　658

・2｝

31

食　品1・・128i

理　　　試
7641

82sl

「・・41

791

165

205

1，176

ダ　　　　ム

合　　　樹

昌「し　　　　　　　　　　　　　tr生匹二

又　　　　　朋

1，492

　　　　

803「

623］

2 1

1，203 488

・751263

巨14レ・9

302

302

2

114

3921

i1，32副216

塗　　　＊：1・

661
i

1697
1・361

325

1，・・311651

175

178

巨62

2

・・1・

63［41

1・8261223

684

1，462

1471　　758

7sil
・・2i

1582

μ315

80

30

7

41

187

64

9

11
1・81gl

1，76gl

1，695

1　・・　…

・1｝・8i

1
［38

11

38

1 ｝77
1

f

1
il

1

1 1

合　　　　　斎卜

医　薬　共　通

挫入

命…汁 P駄
i支払

i主　　　　　　　文　　　　　　　i蔓　　　　　　　イ尋　　　　　　　肇髪

販　　売　　費　販売i部門1、葦i～門

…禰1浅系）猿繭．・i方績

、，駕．677i…721　・，9289・，256

・・8831i5G｝748
長　野（ii・1）i12・5231

共　　　通

一　　　課

二　　　課

8，349

1・，112

1
1，343i

　　　　　…

1，635

三　訓1圃

1・ii，199

2，034

398

341

・・31

837

562

・1

（tiP・i　　　汐完）　i

そ・刑小計健費・瀕 管理費

・い5，　69・　1…72い・・631・・92・

1，，96　1

　ト

2　3，664

1 1

861

579

804
・，・22t

1…15i・，・・5

11・・い・・251・・329i

43611rol il・・66　16413

・13・・1，1Sl　1・336　i　2777

5 385
／・81

1
2 1，G62

，331

お霊文／後行1費　ii湯簿〒璽セ

配　送　費

伊　那（計）t・・27d　1…1

ルート
ダイヤ

1場所費

その他1
　　　　　　1

1・37・1・・38・
214

F，li，・…111・

／3・776・i11・

1

L

共　　　通

一　　　果

工　　　課

221）51
　，　　1

264i　1，5771486i

126・14311

．　　　　　l
　　　l，247i

　　　　　　　　1

1，824

岡　　　谷（計）1

共　　　通

…　　　課

5141

727i　・S
　　　［

l　i

t　l　l
1

二　訓　　1　1

15

1
1

1

1

1
1

1
・，56812・・i31い・132巨・7

t

5・31…1

　　　…

633i　282

1
E

1

1

691i　63i　27
　　　　　　　　　　1

1，231115

1，646i　173
　　　　　　1

1

1　1
i

1

　　　　　1

1・130L　147

31 ，L

　t

47

47

100

松本（計）
12，・17i　6771・・96gi・・6

2，480

100

1

共　　　通

一一@　課
二　　　課

三　　　課

病　　　院

・，5776771177・i
1，　9S81

2，428

1，　6811

玉，343

　　　l

86『　68 697

9721481817

642

490

，・1562

1
1

1

　　　…

8091　　3　　　1

1

・，167い8・1・・li・425

i｝

1
190

203

293

・1・・41123

1

2

1

1・22・旨61

770

1，821

28i　sgi　1・27・1　1・223

108　　　3　　41

…1

巨5
・画292139・ll

11，51・

1，e24

t
1…1，・1　，・1

13・21611
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　　　　　　　機能

L，．＿．謡，、， 漱穫得費 注’文履行費 一般管駐匡費 場所費 （その他）
部　門

14’㌘ζL

．馳甲P

Q．92 53．7 23．8

辱π「雫P

P6．3 2．88 0，266
構成比

馳「mp」幽「P．冒1LL「「ρ”iF．’r」P「一「「 ”

，■
麗　・黙　簡A・「鹿「畠”

0．77 80．3 18．7 0．03 2．92

，　　　　r　　“8　　陶　　　r　　　炉
煽「r叩P噛11－「曽 ．1噛一

F

写　貞，

@　　　　　阜

2．55 91．5 6ユ 1．66

9¶， 吟剛
”り

化成品 3．48 80．8 12．3 3．50 32ユ
「n．「n臆曹」幽…一一L「「「簡h揃“ 闇閲、L扁1僻早闇」冊「　　｝」．・　馬ヤ　ー 「L「「　即　　　　　　　　　　　　　　　　　「 F 閥“閥H，

r種　薬 L89 81．5 16．1 O．60 28．5

一画”1幽』．」1胤’剛」　　　　P巴　　，檜陛卜　　　　聖　　「

引り」
r　　　　　　殉　　　　魑

「胃「劉「P炉n｛圃卜 1r鼎
1毛野商品部　℃「巾・．【．閏　’幽1rr卜　　F　　，

←，噛叩噂．

M㎜周 F一11” F、㌦LLL▼ 榊憎閥 皿 サ㎜

1「T1閲

同闇「四

松．儲1品剖1 3．48 96．5 1L8

｛；’：4嶺・理品

rゴ「Lゴ圃鳩幽「際「吊m噛、

@8．10 いトF 33．0

　　　　舳

S6．5

幽12．5

9．7

．．AL剛」「臼皿聯帖嘔幽．「向．匿h田11iLA日 ．鵡A．㌔凋，
． 叩

4‘　挫 95．0 2．96 2．14 12．4

1「「FP．陛．劉1【1．聰1

@　1i、1．暇

降■r，馬 ’　ga．4

LO 0．6 0．8

1監P．1L」一一1国「岬」」．・「」．

閏」，
． 隔 「π

験

ρ　『

S’

ゆ！

e’ρ

50 50

40 40

多

3⑪
30

多
20 Q0

1⑪
10

0 z　、 ノ

0

研計『〆／
@…／機最1

　　　　　霜

oい、費 融1望徽 iil：ヒ履行費 ・一・ ﾊ管理費 場所費 （その他）

：U　9i：／｛1部1川幾能別営織割含（新1・〉類機・N社第6期分）
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錦21表　部　　別　　機　　熊　　別　　憎

’＼＼

、＼一．、．』

＼、，

脅　計

1全　社ll25酬

仕入 注　　文　　痩　　得　　費 注　　：文

綬鋼蹴1鞭iド1矧罐理llレ団燃貯1緻i・馴蟹

営

業

部

・・657i37・…1・・64・1瑚18・…i・7・帥脚細61・28

商
i冒1

部

管

理

農　薬1・・65・128・・tJ・1い22L　2　1…1嬰・・1．16831

写　真1・，。8・【・・il，・・71282117i・IL…111271
化戚“’1，・・），・・1・11　1・…）117・・…s21　y），・・3i跡・7i…s…1・・咽　1・，・・1・11

医　剰・・・…／・771・，・・1・1・572i1，…1・・…／・・州　・・…1

拠野商品部l　　　i　l　l　i　l　－　i　l
松本商品部［14・・刺51・illll－1・・小姻・Z8
松本伽1艮部【12・・17・1・・6ilili－lll

部本　　Il・115・5971　i」　i　i　l　－l　l　l

附1特　販19981・341137111119821【1。1
1構成比11・（・・％1　…卜・咽…1…114・51・…1…｝1…レ…

　企業における価値の流れの御1点からは，鍋島達氏も述べておられるように，二つの異

なる流れがあり，その一一・つは収入（1£hm芝d｝n1の・支出（Ausgal）e）のプμセスであり，他

の・一・・つは受入（Einzalilung’）と払出（Aus3ah1UI19）のプロセスで，前者は経醤管理1看動で

あり後者が財務活動である。というのは，収入と支出は「いずれも経営活動における価
　　　　　　　　　　の　　の　　　　　■　　　　　　　　の　　の

値の流れに対応して，財貨・用役の市場との関連において生ずるところの，企業におけ

る貨幣の流れであることを特質とする」ものであるのに対し，受入と払出はi取入・支
　　　　　　　　　　り　　の　　■　　　
出と異なり，主として贅本市場との関連において生ずるところの，企築における貨幣の

流れであることを特質とする」16）からである。

　したがつて，財務政策を論ずる場合，このような財務活動としての特質を念頭におき

ながら，そのあり方を追求することが必要かと思われる。財務政策の一・…つとしての鴬業

費の計画や統制を考察する場合も，決してこの例外ではない。

　すなわち資本市場との関連から，いかに営業費を有効に統制していくかが最も大切な

課題となる。

　この営業嚢統制（marketing　cost　contrQl）は，それを実施する特｛蜘1勺な用具として，

営業費予算（marketing　CQst　budgets）がある。営業費予算は「1期illlまたは一つの統合

体として行なわれる一つの企画にたいする逮成目標」エ7）であり，また，営業蟹予算は

16）鍋島達「財務償；理の本質について」（rli村常次郎編Iliil川昇先磁選闇記念1論文集『現代経常！il妻の

　研究』日木生蝿性オ£部，11召。43，PP。314－315．）　傍点は歪葎費が附したゆ

1ア）　NACA　Research　Series，　No．25．

　西沢脩訳『営業貨会計』日本孟i三産性木部，昭．33，p，193。
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業　　獲丁　　（N　祉　第　36　期）　　　　　　　　　　　　　　　　　（単イ立：干円）　1

履　　行　　費 一　　　　　　ナ役　　　　　　管　　　　　王里　　　　　望乏

場所蟹 その他 構成比

麟獺経酬小計
費

企酬幽人囎睡星韓薦韻蜘・1輌望／ 小計

・…51・・。1・｝・…9！ 1・・19187gi・…21 ・，6541・，978i・・6・11 13・120，弗・181町…1、。。．や

1｝68・lll 1－i・1 1

il127111 ｛

l　　l4・9411　　1　1　　1
・

｝ill十・・。7i
　｝｝

u甲一．一　「r一幽…　陣一

　　　2，9

@　　1．7

@　32．1

@　28．5

P－
@　11．9

lt・・754｛口　i
甲一
@　　　21・1

Ilヨ　l　l
『‘ P　　　　　｛　　l　　l　　l　－i　　i

、

・…51一．「一 114，2隣l　　l　l　　i j　ll 1 ヨ　1
噌」

「

　　　　「印

P・…6i姻
一「門…”一「
@　　　　1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　簡

撃戟E・…1 ・，・5・i・，・2・il…

…F－一掃　曽｝　一

　　　　　　　　，
o1－i1，・1gi　87gl・・1621 11・9781・…1i 圃

罰が一一　　　　　　　　　　「一【｝一瞬一「P榔21・・2｛・3・／12・・　　　　　　　　　　－P

｝一闘，｝11胴r－P貼

2・・1…團…｝…12・・1・・1…1・・ll　…11…i　…國

「営業活動全体を対象とする」18）ものである。

　しかも，懲業蟄予鋒編成のための営業費の分類は，最も典型的なものとして，機能

別に分類される形である。そのうえ，この機能別常業費の大分類は，本稿で最後にと

りあげたような形が一般的なように思われる。たとえば，アメリカ源価会計士’協会

（National　AssociatiQn　of　Cost　AccQufttcftnts）の調査委員会（Research　Committe¢）に

よると，（1）注文獲得費（order・getting　cost），（2）注文履行費（order・filling　costs）・（3）一・般

管理費（general　admillistrative　costs）に分け19），われわれの分類ときわめて類似してい

ることがわかる。

さて，このような機能別営業蜘こよつて，不完全競争市場におけるマr・一ケティングを

いかように誘導していくかを最後に労えてみよう。

　不完全競争市場における一V・－tケティングとは，他の稿でも述べたように，「製品の分

化」をもたらす種々の社会経済現象の分離性を結含し，調整し，統制（control）する経営

活動そのものであり，「その力」を指すものと規定できる。また，「製品の分化」という

現象は，買手，売手ともに不完全矢ll識不確実要素（urice・t・i・ty），不曜腰因などの

もとに行動したことによつて生ずるものであつて，どちらかといえば，潜在性をもつも

のといえる。したがつて，，このような観点からすると，不完金競争下でのマーケティン

グとは，買手，亮手の両者に対し，とくに買手に対し，できるだけ不完全な知識を完金

18）R。B．　Miner：Distribution　Costs．（R．　Wixon　ed。：Acco叩tallts’H疏ndbQok．　New

　York，　Section　9，1956，　p．9，　p，48．）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
19」　National　Association　of　Cost　Accountants（N．　A．　C．　A．＞Researcll　Serieg．　．　No．20，25

　＆26．　西沢重斧訳『脅写才易澱：』PP，129ff・
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但レ，。干確実要索を1り陥1化せしめて，従来霞で現実化しなかつだ制易1潜在力を開発し，

創造する力を指すものと考えてよかろう20）。

　しかも，この市場潜在力を開発し，創造すゐ力となるものは，澗知のように，広告

（advertising），販売員活動（salesnnang．　hip），販売管理（sales　nユana鼠ement）欺どの販売促

進（saleS　promotion）の｝1網穀である。しかし，これらの諸手段を操作して，真のマー

ケティングの力となすものは，何はおいても「ひと」である。さらに，その「ひと」の
ゆ　　り　　　　　　　　　　　　

注文獲得の力如阿カミ，結局，不完金競争市場に：r3け為マーケティソグな左1占すゐこc｝：と

なる。

　したがつて，ここに第91図に示される」；うにN社の注文猫得llt“が最大と熊為ことは，

卸売叢のN祉にとつて当然のことといえよう。しかし，営業費統制か疏・いつて，遡lll規

模の注文猫得費はいかなる：大いさと規りi三してよいであろうかn

　これに対し，西沢脩氏ll1；「たとえば，販売員の訪川ll反売にっいて考えゐと，いつどこ

の顧客を訪問するか，V・かなる経路べ・燗t触とるか，どのようにirii談翻焦め禰・，いカ・

に瀧文を懇諦するかなどの具休的方法は，ほとんどすべての賊売貝自身の！罫蚤明欺判断に

まつより仕方がなく，これなあらかじめ規制して糠準化す為ことは不可能といわねばな

らない。」21）と述べている。

　しかも，注文獲得費は，売上高疵維梼し，増：大するために費消される1ものであつて，

而者の闇には：タイム・ラグ（time　la9）が存する。したがつて，支川と成果を結びつ1：」・，

成果を器準として支出の能鄭を評イIIIiすることは困難であ都から，成果と切り離して，淀

文獲得費支幽の過程由休を糸引E制するほかないといえよう22）。

　ところが，一一般的には，爽携上の使賞から常業蝦予算の注文1蔓得嚢標準（o，　r（ler・ge’ttingr

cost　standards）を設建するにあたり，1．k文獲得籔を亮上高にX”寸する比率で1－1．iし，この比

率を用いて予定亮上高から，それを達成するに要する注文獲得費をεらてている。しかし，

前述からわかるように，注文獲得費は，マーケティング活動にとり最も積極的な力の根

源となるものであり，いかに市場を開発し創造するかは，予建i潜上高という癒酌濠範商

ではなく，いかに灘賭を創造するかの短蜘・帳；9itTl勺な開発の九すなわ源1蔽舳

であるため，これは経営者の鴬業方針に則る割肖予算（appr（》priatiOn　buclget）のタイプ

の一つといえよう。

　かくて，注文獲得費の標準的な適正レペルを設定するには，（1）N社の営巣費，ことに

販売費に対する売上高の過虫および現在の状況を中心として，マーケティソグ活動金般

の経験。②不完全競争市場だけに独占的領域はもつものの，競争も激しい。したがつて，

他企業の競争的戦略（competitive　strategy）をもつて行なう経麿活動の状況。（3）企業の

経営方針としての生産および経営の技術革新（innovation）の新市腸の開拓の方向。（4）N

社が出しうる予簾の総額23）などを考慮すること，あくまで質的なマーケティングの木質

20）拙著『改訂増補・不完全競争企業の販売政策一不完全競争市場と経鴬政策：策1巻一』禰1噛唐，
　昭．43，　p．222．

21）西沢脩『営業費管理会計』グイヤモンド社，昭．41，p．609．
22）　　西沢弼｝　『甫ST手揚護：：』　P．609露

23）西沢脩『前掲書』p，611．参照。
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　　　　　第22表（その1）　農薬・写真・（特殊販売）。化戒r撫拝業部の売上高対機能別・滋業蜘：ヒ率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（N社第36期）

＼項目
　　　　　　＼
　｝1腎～男Ij　　　』1＼・＼．

．渥讐≧丼9到1：業吝1～

売上高

1　　　　干FI

　　62，387

写輿事業部　1
73，526

＿～i！1摯殊版売）　1
20，115

総鴬業蛮

1，．髭

1・・82

「販舩

1・・35

i・・17

1・・961
4．14

化成品・V694，5815．7「・．・・

部　貸

イヒ；ノ⊇陀il『1，本i，’f［S

1
1
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新　　　潟

直江津1
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1
1
1・・78「 o．蛋

「・9・・1
38．90

1販雌
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1・・38

1

「…3

㎜　阿Lの　　尚　　　対　　　　比

その他
部　門
末ｱ費

部　門
ﾇ理費

配送費 場所貨
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1・・48

1
1
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131・　OOIl ・・4gi・・43
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1 1
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1
・・95！

食品「・5・1851

2．82

・・811
3．60

松本（計）1249・1・71・…1

共　　　通 1 1
3．82

1
化戒副1・6…41 1…1

飼一・4・　s931

1．25

・・281

理試126・9641

ダ　ム

合成樹月旨

　　設備
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2．82

・…1

1…5771 7．　27

1
…46gl

1
9．63

2．54．
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1
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1・・86 ・・461 1 1 10．4

・・，461 ・…1 ・・5411・261 1 o，5売
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1・…1

・・671・・98i・・511・・52

1 1。・・21
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i・・242「・…1 mil・・51【 1
1 1 1 1 1 1
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］L⊥＿1i・・473

E

1　1

1
…471・・d・・6811　1・…3

1 1 1 1
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1・・3291
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1 1 1
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’　　　　　　　　　　　　　　　　餌ヨ22衷（その2）　　医鵠庭占ム葱｝1：製迄吝ilσ）引ほ」二i；湾肛艶弁旨労IP酵匙業窪1乏工ヒ｝担

（N社：鑓36期）

『弘ﾁ1弼「一一一一・運＿」裂．．　　　　苑　　　　」二　　　　高　　　　　対　　　　　比

　　　　　　　　　　　　　　販売費1．璽鑑些．L雪1難羅腰讐理饗1

，9。㍊1，、髭1・…1・…72L．・・2・・11…

ラ冒」．：i肖1
総営・業費1

介　1剤・1

医薬・共逓　1 1 1
賄（。1・）巨86，251［

共麺1

1’……… P 1

　　　　　　　　i陥i己｝｝三1〃亡

＿，、，．．一一．．＿L．？密竺『、

［場所費

l　o・（》31【　o・｛HS

1
・・75「1・9・1。…1・圃畔：°・ll瀦

f

一一

@　註果　　1　59，365

1 1
　　　　　　　　　　　　　　【・……61・…1・・1・

二課レ…2・1・・1711…1…7
・三訓目51・・66｝・・32

（病跣）

イ」｝　　ヲjls（言卜）

共　通

一　諜

1
11　11，169

1

i・… 1。・。2

1
　「　　1　　　0．｛｝2

l　　　　l〕、‘｝1

1
　　　曜　T　一…F｛’「＿．＿1．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i1

「．』門τジil　1一宮：島2　　　　　　　　　　　　　　1。・・2711牌『曜繭

1
137・772

1
i・・31

二訓73，3971

「｝司　　谷（1｝1・） 1
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T

共通i

一、ﾛ

1
1

1・・2・
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1
　ド　　

1・・。2

1　1
1

巨・2
1

1 0．04

1・…1

1
1

0，236

1
1

1 1

オ公　　フi““（言十）
i39・，4221

共　通 i

一課1

二．ﾛ
三　課

137，706

166・813

1

1
1

I
I

その仙

1
I　iO・｛OGi

1

E
1・・17r）

i
、1

1
1

L＿．＿＿i、

1
1

1
1

1
l　o・ol〕21

1
1
1

1
．　．色鮪】＿．．三擦黎

　　　　　　　1

11・45

1・・64

148…41

病院1 140，099

3，44

【。・961

11・・32

1・…

1・・…

1
1・・⑪79

1・・437

1・…i
レ）・…

0，289

【。…3

oOo〔｝L）

E
1
1

L 1
　　11　　　0．021

’　　

i

1・・362

1
1 1
1

o．　03

1 O．136

レ…271・・。37

l　o・oo4i
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1
1

1
1

1 1

1　i 1

l　i 1

1　1
i　l
【・・4・・1

I　l

1
l　U－

i。・172

1
1。・⑪iii　l

I　l i

l　l
l　i

1
1

を配慮することが火切かと思う。

　　つぎに，注文履行嶽の予算編成の考えカを考察してみよう。油文雁行費は，ルーtト，

タ“イ・ヤ，　そのイ山、の了r苛霊貴・　包墾慧●薫運3，送…・酉己；灘などa）レ、オ：）tt））る繭己表鴻墾絶力．＆三｝三たる3！蔑旧レ（3～乾）るo

この費用は「もの」の流れカユ中心となるものであり，売上高の結果として獅肖される支

1．．Lllで建乾）るとV、う∫鼠，　倉町うdミの潅1三文挽塞守腎・望駈と｛よIl三』更文～」’a）収1…番各を1もつ鑑》のとし・え」ζうo
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　　　　　　　　　　第23表　部別売上商対機能別営業毅比率（％）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（N社第36期）

諭r≦型睡端麟1仕入瞬欄輪蟹1，1愚輔繍・・灘

医薬嗣劇・塑・21　・．181（S9…國・372岡1…1（・，216）「1　・．　s35

過寺脚矧・・）・　11・・1　・…1（一）國・68卜1・・51（・・87）ll薦

その他16・　41slllIIll　lI

全　社1・過47醐、．髭1（・・2・）1　・…1・431・311・i71（・・36）圓1．・9

農薬事業部1購5・861（…45）1・・351・・21　b．・3’…iG…）1！1、・9

顎事劃73・5261　2，821（・・72）「蕊・L墜…2i繭1（2・・575）11・17

化成品事業部1・9・・58鎚・・7gl・・）…2）巨・41　・…1　・・39611・271（・葡li・71

（㌶23褒のつづき）

粟鍵獺i糊蝦表1企醐撒1人腋1醐欄ll役燃11輔嘱，齢・1蜘他
・，・3・・…1　・・261（1・・93）1…661・・571　・…41・3661・128匝4941・。・861（1・32）1・・．　234）1（・．・21・

　　ll1（・・9）llI目口「（一）ll
lIi（…7）11…iill（一）1［

lll（・・835）ll…－II（一）1（・・。31）r
1目（・・71）lll…lll（一）1（…257）1

｝Il（…）［illilli（一）1（…）1
［　l　l　i　i　l　l　l　l　l　I　l　l

　このように，注文履行饗が事後的（ex　Post）のものであり，物的性格が強いことから，

注文獲得費と異なり，標準化は容易である。したがつて，作業標準化→原価樗1準化→変

動予算化のプF”セスを経た営業費予葬編成が司゜能となる。すなわち注文履行費の変動予

算（variable　budget）は，「標準原価が設定できれば，実際操業度に単位標準原価を乗ず

ることによつて，案際操業度における予算原価が算定しうるから，これと実際原価を対

比すると，同一操業度における予算と実績が比較され，原価差異は原則として作業の能

率度を示す24）」ようになるから，営業費の予算統制を行なう手段となる。

　したがつて，今後，N社が注文履行費の最適予算の編成のためには，ダイヤやルート，

その他の標準時開や標準作業をII寺間研究（time　study）や動作石ヲ千究（motioll　study）など

の手法によつて設定すると同時に，変動予算：を編成することであるといえよう。

　最後に，仕入や場所費の予算編成の考え方であるが，仕入は注文にとり事前的な業務

であるけれども「もの」の流れであり，場所費に「もの」，とくに土地地代に属するも

鋤　西沢脩『前掲書』p．612．参員選。
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のであるから，これらも標準原価を設定しやすく，予想亮上高1ご対応するに適した仕入

費や場所費を予算化して統制すればよいこととなる。

　以上のような注父獲得費，注文JiSl行費，仕入費および場所費などについての予算統制

のための予算化の配慮と実施は，先決lil勺につねに念頭におかなければならない。しかし，

一応，機能別営業嚢の報1青密度の高いものが作成され得たな¢）ば，これと売．ヒ高との比寧

を計測し，その計算結果をすべての星1亡用項周について予算化する場合，参労にすること

は，実際の便：蔵上考えておくべきであろう。N社についても，そうした意味で計算した

ところ拠薬・写真・（4寺殊販売）・化成品：事業部の売一L二高対機能営業望乏比琳が第22衷（そ

の1）・1鎌・1櫛：業部のそれが第2譲（その2），N社企体の部別の’けしが第23表のと

おりである。

　さて，今後なすべき予算統制上の班1諭と作業はいかなゐものかを考κるとき，い窪だ

多く残されていることは周知のとおりである。これの解決が行なわオしてこそ，本格的に

機能別鴬業費を通しての不完全競争市場の1騒脇政策が完壁となるのである。これにっい

ての詳細は，つぎの機会に試みたいと思、う。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1968，9．10）
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Sum㎜ary

Financial Policy under an Imperfectly 
Competitive Market

Masaji MIYASAKA

Assistant　Professor　of　Industr玉al　Management，　Tlle　Faculty　of　Textile

　　　　　　　　　　Science　and　Technology，　Shinshu　University

　　　　　　　　　　　　　　　（Received　September　10，1968）

　　　The　author　studied　the　theory　and　practice　of　the　functional　marketin塞

cost　calcu正ation　which　may　be　adopted　by　the’financial　policy　of　the　wholesale

firm　under　an　imperfectly　competitive　market，

　　　The　classi正ication　and　practice　of　the　marketing　cost　calculation　that　the

entrepreneur　carries　out　were　studied　and　the　following　results　were　obtained：

　　　（1）The　author　studied　first　the　classification　of　the　marketing　cost

calculation．　The　classification　of　the　marketing　cost　calculation　consists　of

the　natura1皿arketing　cost　calculation，　the　segment　marketin塞cost　calcul翫tion

and　the　functional　marketing　cost　calculation，　Among　these　cost　calculations，

the　functional　marketing　cost　calculation　is　the　most　effective　one　in　market－

ing．

　　　　Maごketing　is　both　the　creative　force　which　lessens　the　separation　between

the　maker　and　the　user　and　the　activity　which　actualizes　the　potential　relations

betweell　the　producer　and　the　consumer，　for　the　results　of　the　ftmctional

marketing　cost　calculation　can　control　the　above・mentioned　marketing　activity．

　　　　（2）Next　the　author　studied　how　to　calculate　the　functional　marketing

cost．　In　order　to　solve　this，　the　auヒhor　adopted　the　N　joint・stock　company

as　an　example　of　this　research．　The　classification　of　the　functional　marketing

costs　adopted　by　the　author　in　order　to　analyse　marketing　of　the　N　joint－

stock　company　is　the　stocking　costs，　the　order・getting　costs，　the　order・

filling　costs，　the　general　administrative　costs　and　spatial　costs．

　　　　The　basic　investigation　was　begun　by　means　of　the　N　joint・stock　company

data　as　best　as　possible．　Especially　in　order　to　carry　out　this　research，　the

author　adopted　chiefly　the　foUowing　two　methods．

　　　　The　one　method　is　to　research　and　analyse　the　post　costs，　the　telephone

costs，　the　telex　costs，　etc．　by　the　cording　system．　The　other　method　is　to　research

the　hours　for　which　workers　of　the　N　jbint－stock　company　do　marketing．

　　　　As　the　functional　marketing　costs　tables　were　inserted　in　the　text，　all

the　tables　are　omitted　in　this　summary．
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　　　（3）Lastly　the　author　studied　what　the　entreprelleur　needs　to　calculate

the　fu1ユctional　marketing　costs　under　a1ユimperfectly　competitive　market，

　　　There　is　the　phenomenon　of　the　differentiation　of　product　under　all

imperfect互y　competitive　market。　Accordillgly　the　entrepreneur　must　endeaver

to　realize　the　innovation　of　marketi1壌at　the　least　marketing　cost　and　beat

positively　the　marketing　strategies　of　the　rivals。　The　author　thinks　that　in

order　to　control　this　marl〈eting　budget，　it　is　best　for　the　entrepreneur　to

make　use　of　the　resUlts　of　the　ftmctional　marketing．cost　calculation，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（9，10，1968）


